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昨
年
、
ノ
ー
ベ
ル
生
理
学
・
医
学
賞
を
受
賞
さ
れ
た
東
大
阪
市
出

身
で
京
都
大
学
ｉ
Ｐ
Ｓ
細
胞
研
究
所
所
長
の
山
中
伸
弥
氏
に
、
こ
の

ほ
ど
野
田
市
長
が
東
大
阪
市
名
誉
市
民
の
称
号
を
贈
呈
し
ま
し
た
。

山
中
伸
弥
氏
は
、平
成
１８
年
、

あ
ら
ゆ
る
細
胞
に
分
化
す
る
能

力
が
あ
る
�
ｉ
Ｐ
Ｓ
細
胞
�
の

作
製
に
世
界
で
初
め
て
成
功
。

こ
の
分
野
に
お
け
る
第
一
人
者

と
し
て
世
界
の
研
究
開
発
を
リ

ー
ド
さ
れ
て
い
ま
す
。

市
で
は
、本
市
出
身
で
あ
る
山

中
氏
の
こ
れ
ま
で
の
功
績
と
ノ

ー
ベ
ル
賞
の
受
賞
は
全
世
界
に

夢
と
希
望
を
与
え
る
も
の
で
あ

り
、
さ
ら
に
は
本
市
の
発
展
に

大
き
く
寄
与
す
る
も
の
と
し
て
、

昨
年
１０
月
、
市
議
会
の
同
意
を

得
て
名
誉
市
民
の
称
号
を
同
氏

に
贈
る
こ
と
を
決
定
し
ま
し
た
。

７
月
１
日
、
京
都
大
学
ｉ
Ｐ

Ｓ
細
胞
研
究
所
で
贈
呈
式
が
行

わ
れ
、
山
中
氏
に
野
田
市
長
か

ら
、
称
号
の
記
、
名
誉
市
民
章

な
ど
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

贈
呈
式
で
は
、
野
田
市
長
が

「
ノ
ー
ベ
ル
賞
の
受
賞
は
、
市

民
も
た
い
へ
ん
喜
ん
で
い
ま
す
。

今
後
の
さ
ら
な
る
活
躍
を
期
待

し
て
い
ま
す
」と
話
す
と
、山
中

氏
は「
小
学
校
３
年
生
ま
で
育
っ

た
東
大
阪
市
に
は
父
親
の
工
場

が
あ
り
、
当
時
は
機
械
に
囲
ま

れ
た
生
活
を
送
っ
て
い
ま
し
た
。

そ
の
よ
う
な
環
境
か
ら
技
術
者

と
し
て
の
マ
イ
ン
ド
が
身
に
つ

い
た
の
だ
と
思
い
ま
す
。
そ
の

東
大
阪
市
か
ら
、
こ
の
よ
う
な

栄
誉
あ
る
称
号
を
い
た
だ
き
、

た
い
へ
ん
嬉
し
く
思
っ
て
い
ま

す
。今
も
東
大
阪
市
に
住
む
母
親

が
一
番
喜
ん
で
く
れ
て
い
る
と

思
い
ま
す
」と
話
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
ラ
グ
ビ
ー
の
話
に
な

る
と
、「
大
学
時
代
は
ラ
グ
ビ
ー

部
に
所
属
し
、
花
園
で
プ
レ
ー

す
る
こ
と
に
憧
れ
て
い
ま
し
た
。

東
大
阪
市
出
身
者
と
し
て
も
、

ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
花

園
開
催
を
願
っ
て
い
ま
す
」
と

語
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

名
誉
市
民
は
、
昭
和
４４
年
の

故
・
上
野
義
雄
氏
、
平
成
８
年

の
故
・
司
馬
�
太
郎
氏
、
平
成

１６
年
の
塩
川
正
十
郎
氏
に
続
く

４
人
目
で
す
。

７月１日、京都大学ｉＰＳ細胞研究所で野田市長から
しるし

称号の記と名誉市民章が贈られた山中伸弥氏（写真右）

東
大
阪
市
で

投
票
で
き
る
方

平
成
５
年
７
月
２２
日
ま
で

に
生
ま
れ
た
日
本
国
民
で
、

平
成
２５
年
４
月
３
日
ま
で
に

東
大
阪
市
内
に
住
所
が
あ
り

（
住
民
〈
転
入
〉
届
を
し
て

い
る
こ
と
）、引
き
続
き
住
ん

で
い
る
方
で
す
。

市
内
で
転
居
し
た
方

東
大
阪
市
内
で
住
所
を
変

え
た
方
の
う
ち
、
６
月
２１
日

ま
で
に
転
居
届
を
し
た
方
は
、

新
住
所
地
の
投
票
所
で
投
票

し
て
く
だ
さ
い
。
６
月
２２
日

以
後
に
転
居
届
を
し
た
方
は
、

前
の
住
所
地
の
投
票
所
で
投

票
し
て
く
だ
さ
い
。

市
外
へ
転
出
し
た
方

平
成
２５
年
３
月
２０
日
以
前

に
転
出
し
た
方
は
、
東
大
阪

市
で
は
投
票
で
き
ま
せ
ん
。

４
月
３
日
ま
で
に
、
転
出

し
た
先
で
転
入
届
を
し
た
方

は
、
新
住
所
地
で
投
票
で
き

ま
す
。
た
だ
し
、
転
出
先
の

選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ
て

い
る
必
要
が
あ
り
ま
す
の
で
、

転
出
先
の
市
区
町
村
選
挙
管

理
委
員
会
に
お
問
合
せ
く
だ

さ
い
。

投
票
の
注
意

【
投
票
時
間
】

投
票
で
き
る
時
間
は
、
午

前
７
時
か
ら
午
後
８
時
ま
で

で
す
。

【
投
票
方
法
】

選
挙
区
選
挙
は
「
候
補
者

の
氏
名
」
を
、
比
例
代
表
選

挙
は
「
候
補
者
の
氏
名
ま
た

は
政
党
名
」
を
記
入
し
て
く

だ
さ
い
。
そ
れ
以
外
に
記
号

や
雑
事
を
記
入
す
る
と
無
効

に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

【
代
理
投
票
】

さ
ま
ざ
ま
な
理
由
に
よ
り
、

自
分
で
字
を
書
く
こ
と
が
で

き
な
い
方
は「
代
理
投
票
」が

で
き
ま
す
。
投
票
所
受
付
で

申
し
出
て
く
だ
さ
い
。
投
票

の
秘
密
は
必
ず
守
ら
れ
ま
す
。

【
点
字
投
票
】

目
の
不
自
由
な
方
は
「
点

字
投
票
」が
で
き
ま
す
の
で
、

受
付
で
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

投
票
所
に
は
「
点
字
の
候
補

者
名
簿
」を
備
え
て
い
ま
す
。

【
手
話
通
訳
者
の
派
遣
】

投
票
日
に
投
票
所
に
お
い

て
手
話
通
訳
が
必
要
な
方
は
、

事
前
に
選
挙
管
理
委
員
会
に

申
し
出
て
く
だ
さ
い
。
手
話

通
訳
者
を
派
遣
し
ま
す
。

◇

◇

◇
申
込
み
・
問
合
せ
先

選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

０
６（
４
３
０
９
）３
２
８
７
、

�
０
６
（
４
３
０
９
）
３
８

４
９

※
２
面
に
続
く
。

７月２１日�は、参議院議員通常選挙の投票日
です。あなたの大切な一票を生かすためにも、
必ず投票しましょう。
当日投票に行けない人は、期日前投票に行き
ましょう。

選挙区
各都道府県単位で行

われ、大阪府選挙区で
の改選数は４人です。

比例代表
全国を単位に行われ、
改選数は４８人です。各
政党の得票総数に比例
して各政党の当選人の
数が決まり、その政党
の候補者から、得票の
多い順に当選人が決ま
ります。
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前
７
時
〜
午
後
８
時

２必ず投票へ行きましょう

３犯罪のない住みよいまちへ

４入院時の限度額適用認定証更新手続きが必要です

６・７ 夏のおもいでつくろう
催しや教室を紹介
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マンションの上層階でも泥棒は侵入してきます。ベランダ側の施錠を怠らないようにしましょう ―東大阪市治安対策本部―



７
月
２１
日
�
は
、
参
議
院
議
員
通
常
選
挙
の

投
票
日
で
す
。

あ
な
た
の
大
切
な
一
票
を
生
か
す
た
め
に
も
、

必
ず
投
票
し
ま
し
ょ
う
。

当
日
投
票
に
行
け
な
い
人
は
、
期
日
前
投
票

に
行
き
ま
し
ょ
う
。

投
票
所
入
場
整
理
券

投
票
所
入
場
整
理
券
は
、郵
便

で
各
家
庭
に
送
付
し
て
い
ま
す
。

投
票
所
入
場
整
理
券
に
記
入

し
て
あ
る
投
票
所
を
よ
く
確
か

め
、
間
違
っ
た
場
所
に
行
か
な

い
よ
う
気
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
。

【
整
理
券
が
な
く
て
も
投
票

で
き
ま
す
】

投
票
所
入
場
整
理
券
が
届
か

な
か
っ
た
り
紛
失
し
た
り
し
て

も
、
選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ

て
い
れ
ば
投
票
で
き
ま
す
の
で
、

投
票
所
で
そ
の
旨
を
申
し
出
て

く
だ
さ
い
。

な
お
、
投
票
所
入
場
整
理
券

を
持
参
し
た
方
に
も
、
氏
名
を

確
認
し
ま
す
の
で
ご
協
力
く
だ

さ
い
。

在
外
選
挙
人
名
簿
に

登
録
さ
れ
た
方

一
時
帰
国
、
帰
国
直
後
な
ど

の
方
で
、
東
大
阪
市
の
在
外
選

挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ
て
い
る

方
は
投
票
で
き
ま
す
の
で
、
投

票
方
法
な
ど
く
わ
し
く
は
選
挙

管
理
委
員
会
ま
で
お
問
合
せ
く

だ
さ
い
。

期
日
前
投
票

投
票
日
当
日
、仕
事
や
用
事
、

行
楽
な
ど
の
た
め
、
投
票
所
に

行
っ
て
投
票
で
き
な
い
方
は
、

期
日
前
投
票
が
で
き
ま
す
。

投
票
所
入
場
整
理
券
（
届
い

て
い
れ
ば
）
を
持
っ
て
、
表
�

の
期
日
前
投
票
所
で
投
票
し
て

く
だ
さ
い
。

期
日
前
投
票
所
で
は
、「
宣
誓

書
」
に
住
所
、
氏
名
、
当
日
投

票
所
に
行
け
な
い
理
由
な
ど
を

記
入
す
る
だ
け
で
簡
単
に
投
票

が
で
き
ま
す（
印
鑑
は
不
要
）。

指
定
病
院
・
施
設
で
の

不
在
者
投
票

表
�
の
病
院
や
老
人
ホ
ー
ム

な
ど
に
入
院
ま
た
は
入
所
し
、

投
票
日
に
投
票
所
に
行
け
な
い

方
は
、あ
ら
か
じ
め
施
設
に
申
し

出
る
と
そ
の
施
設
内
で
不
在
者

投
票
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

東
大
阪
市
外
の
施
設
で
あ
っ

て
も
指
定
施
設
で
あ
れ
ば
不
在

者
投
票
が
で
き
ま
す
の
で
、
ご

利
用
の
施
設
に
直
接
お
問
合
せ

く
だ
さ
い
。

郵
便
等
に
よ
る

不
在
者
投
票

身
体
障
害
者
手
帳
、
戦
傷
病

者
手
帳
、
介
護
保
険
の
被
保
険

者
証
を
持
っ
て
い
て
、
次
の
い

ず
れ
か
に
該
当
す
る
方
に
限
り
、

「
郵
便
等
に
よ
る
不
在
者
投
票
」

が
で
き
ま
す
（
点
字
投
票
は
で

き
ま
せ
ん
）。

前
も
っ
て「
郵
便
等
投
票
証
明

書
」の
交
付
が
必
要
で
す
の
で
、

ま
だ
交
付
を
受
け
て
な
い
方
や

有
効
期
限
が
切
れ
る
方
は
、
早

め
に
選
挙
管
理
委
員
会
へ
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。
請
求
期
限
は
７

月
１７
日
�
午
後
５
時
ま
で
で
す
。

対
象
は
次
の
と
お
り
で
す
。

◇
身
体
障
害
者
手
帳

▽
両

下
肢
、
体
幹
の
障
害
も
し
く
は

移
動
機
能
の
障
害
の
程
度
が
１

級
・
２
級

▽
心
臓
、
腎
臓
、

呼
吸
器
、
ぼ
う
こ
う
、
直
腸
、

小
腸
の
障
害
の
程
度
が
１
級
・

３
級

▽
免
疫
、
肝
臓
の
障
害

の
程
度
が
１
級
〜
３
級

◇
戦
傷
病
者
手
帳

▽
両
下

肢
も
し
く
は
体
幹
の
障
害
の
程

度
が
特
別
項
症
か
ら
第
２
項
症

ま
で

▽
心
臓
、
腎
臓
、
呼
吸

器
、
ぼ
う
こ
う
、
直
腸
、
小
腸
、

肝
臓
の
障
害
の
程
度
が
特
別
項

症
か
ら
第
３
項
症
ま
で

◇
介
護
保
険
の
被
保
険
者
証

▽
要
介
護
状
態
区
分
が
要
介

護
５【

代
理
記
載
制
度
】

郵
便
等
に
よ
る
不
在
者
投
票

の
対
象
者
で
、
次
の
要
件
に
も

該
当
す
る
方
は
、
選
挙
管
理
委

員
会
に
届
け
出
た
代
理
人（
選
挙

権
を
有
す
る
者
に
限
る
）の
記
載

で
投
票
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

▽
身
体
障
害
者
手
帳
を
持
っ

て
い
て
、
上
肢
ま
た
は
視
覚
の

障
害
の
程
度
が
１
級
の
方

▽

戦
病
者
手
帳
を
持
っ
て
い
て
、

上
肢
ま
た
は
視
覚
の
障
害
の
程

度
が
特
別
項
症
か
ら
第
２
項
症

ま
で
の
方

滞
在
地
で
の

不
在
者
投
票

東
大
阪
市
外
に
滞
在
し
て
い

る
場
合
は
、「
不
在
者
投
票
宣
誓

書
・
請
求
書
」
で
東
大
阪
市
選

挙
管
理
委
員
会
へ
投
票
用
紙
の

請
求
を
す
る
と
、
投
票
用
紙
を

滞
在
先
に
郵
送
し
ま
す
の
で
、

最
寄
り
の
選
挙
管
理
委
員
会
で

不
在
者
投
票
を
行
っ
て
く
だ
さ

い
。な

お
、
郵
送
で
の
や
り
取
り

に
な
り
ま
す
の
で
、
早
め
に
請

求
し
て
く
だ
さ
い
。

※
不
在
者
投
票
宣
誓
書
・
請

求
書
は
、
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
か

ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
。

選
挙
公
報
の
配
布

各
候
補
者
お
よ
び
政
党
の
政

見
な
ど
を
掲
載
し
た
「
選
挙
公

報
」
を
、
７
月
１２
日
か
ら
順
次

各
家
庭
に
配
布
し
ま
す
。
届
か

な
い
と
き
は
、
選
挙
管
理
委
員

会
ま
で
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

す
ぐ
に
お
届
け
し
ま
す
。な
お
、

行
政
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
に
も

備
え
置
き
ま
す
。

ま
た
、「
点
字
版
選
挙
公
報
」

ま
た
は「
朗
読
テ
ー
プ
」を
希
望

者
に
送
付
し
て
い
ま
す
。
希
望

者
は
、
電
話
ま
た
は
フ
ァ
ク
ス

で
住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
を

早
め
に
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

一
度
申
し
込
む
と
、
今
後
選
挙

が
あ
る
た
び
に
送
付
し
ま
す
。

投
票
所
で
は

禁
煙
に
ご
協
力
を

投
票
所
内
は
禁
煙
で
す
が
、

特
に
市
立
学
校
園
は
敷
地
内
全

面
禁
煙
と
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、

学
校
園
施
設
で
投
票
す
る
方
は

ご
協
力
く
だ
さ
い
。

市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
に
掲
載

各
投
票
所
の
案
内
地
図
な
ど
、

く
わ
し
く
は
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
選
挙
当
日
に
は
投
・

開
票
速
報
も
掲
載
し
ま
す
の
で
、

ご
覧
く
だ
さ
い
。

◇

◇

◇
申
込
み
・
問
合
せ
先

選

挙
管
理
委
員
会
事
務
局

０
６

（
４
３
０
９
）
３
２
８
７
、
�

０
６
（
４
３
０
９
）
３
８
４
９

公
職
選
挙
法
が
改
正
さ
れ
、

今
回
の
参
議
院
議
員
通
常
選
挙

か
ら
適
用
さ
れ
ま
す
。

成
年
被
後
見
人
に
選
挙
権

成
年
被
後
見
人
は
、
投
票
が

で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
な

お
、
特
に
手
続
き
を
す
る
必
要

は
あ
り
ま
せ
ん
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を

使
っ
た
選
挙
運
動
の
解
禁

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど
を
利

用
し
た
選
挙
運
動
の
う
ち
、
一

定
の
も
の
が
解
禁
さ
れ
る
こ
と

と
な
り
ま
し
た（
た
だ
し
、イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
を
使
っ
て
投
票
は

で
き
ま
せ
ん
）。一
方
で
、
今
ま

で
ど
お
り
の
規
制（
※
）も
あ
り

ま
す
の
で
、ご
注
意
く
だ
さ
い
。

※
▽
未
成
年
者
の
選
挙
運
動

は
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す

▽
選

挙
運
動
は
、
公
示
日
か
ら
投
票

日
の
前
日
ま
で
し
か
行
う
こ
と

が
で
き
ま
せ
ん

【
解
禁
の
お
も
な
内
容
】

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
な
ど
（
フ
ェ

イ
ス
ブ
ッ
ク
や
ツ
イ
ッ
タ
ー
な

ど
の
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
ネ
ッ
ト
ワ

ー
キ
ン
グ
・
サ
ー
ビ
ス
、
動
画

共
有
サ
ー
ビ
ス
、
動
画
中
継
サ

イ
ト
な
ど
）
を
利
用
し
た
選
挙

運
動
が
誰
で
も
可
能
と
な
り
ま

す
。
た
だ
し
、
電
子
メ
ー
ル
を

利
用
し
た
選
挙
運
動
は
、
候
補

者
・
政
党
な
ど
に
限
り
可
能
で

す
。【

選
挙
運
動
の
方
法
な
ど
に

関
す
る
規
制
】

�
例
�
�
候
補
者
・
政
党
な

ど
以
外
の
方
は
、
電
子
メ
ー
ル

を
使
っ
て
選
挙
運
動
を
し
て
は

い
け
ま
せ
ん

�
ウ
ェ
ブ
サ
イ

ト
や
電
子
メ
ー
ル
な
ど
を
印
刷

し
て
頒
布
し
て
は
い
け
ま
せ
ん

�
未
成
年
者
の
選
挙
運
動
は
禁

止
さ
れ
て
い
ま
す

�
選
挙
運

動
は
、
公
示
日
か
ら
投
票
日
の

前
日
ま
で
し
か
行
う
こ
と
が
で

き
ま
せ
ん

ひ

ぼ
う

【
誹
謗
中
傷
・
な
り
す
ま
し

な
ど
に
関
す
る
刑
罰
】

�
例
�
�
候
補
者
に
関
し
虚

偽
の
事
項
を
公
開
し
て
は
い
け

ま
せ
ん

�
悪
質
な
誹
謗
中
傷

行
為
を
し
て
は
い
け
ま
せ
ん

�
氏
名
な
ど
を
偽
っ
て
通
信
し

て
は
い
け
ま
せ
ん

	
候
補
者

な
ど
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
を
改
ざ

ん
し
て
は
い
け
ま
せ
ん

◇

◇

こ
れ
ら
�
〜
	
の
禁
止
行
為

は
処
罰
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

ま
た
、
候
補
者
に
対
し
て
、
悪

質
な
誹
謗
中
傷
を
す
る
な
ど
、

表
現
の
自
由
を
濫
用
し
て
選
挙

の
公
正
を
害
す
る
こ
と
の
な
い

よ
う
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
適

正
な
利
用
に
努
め
て
下
さ
い
。

く
わ
し
く
は
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

ま
た
は
総
務
省
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
（h

ttp�
��w
w
w
.s
o
u
m
u
.

g
o
.
jp�s
en
k
y
o

�s
en
k
y
o
_
s�n
a

ru
h
o
d
o�n
a
ru

h
o
d
o
1
0
.h
tm
l

）

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

◇
問
合
せ
先

選

挙
管
理
委
員
会
事
務

局

表� 不在者投票指定施設一覧（市内、５０音順）

向日葵

枚岡の里

枚岡病院

福寿苑

藤井会リハビリテーション病院

プレジャーライフ

ベルフラワー

牧野病院

弥刀介護老人保健施設

弥刀中央病院

みのわの里

musubi

恵の里

メルテルホーム

八戸の里病院

ラプラージュ

レーベンズポルト

緑風館

六万寺園

ＹＭＣＡサンホーム

若草第一病院

和久田苑

渡辺病院

恵生会病院

鴻の里

小阪産病院

小阪病院

阪本病院

四条の家

春光園

市立総合病院

千寿園

竹井病院

たちばなの里

たちばなの里 別館永楽

玉串すみれ苑

玉美苑

長田の里

ながはら病院

なるかわ苑

南荘の郷

布市福寿苑

ビオスの丘

東大阪生協病院

東大阪徳洲会病院

東大阪山路病院

東大阪養護老人ホーム

アーバンケア

アーバンケア稲田

アーバンケア島之内

アーバンケア御厨

アーバンケア八戸ノ里

アミーユ新石切

アミーユ東大阪日下

アンパス東大阪

イースタンビラ

池田病院

石きり

石切生喜病院

ヴァンベール

ヴェルディ八戸ノ里

河内総合病院

きずり逢花苑

喜馬病院

救護施設フローラ

クルーヴ布施

ケア・キューブくさか

ケアハウス喜里川

ケアハウス春光園

ケアハウスノーブル

ケアハウスひらおか

表� 期日前投票

と こ ろ
市役所本庁舎１階多目的ホール
（近鉄荒本駅西へ約４００ｍ）

旭町庁舎３階会議室（近鉄瓢
山駅北へ約７００ｍ）
文化会館１階中公民館会議室１
（近鉄若江岩田駅北東へ約９００ｍ）

市民会館１階展示室（近鉄河内永和駅南東すぐ）

※期日前投票は住んでいる市内の地域に関係なく、上記のどの投票所でも投票できます。

と き
７月５日�～２０日�
午前８時３０分～午後８時

７月１４日�～２０日�
午前８時３０分～午後８時

対象

全
有
権
者

必必必必必必必必必必必必必必必必必必必必必必必必必必 ずずずずずずずずずずずずずずずずずずずずずずずずずず 投投投投投投投投投投投投投投投投投投投投投投投投投投 票票票票票票票票票票票票票票票票票票票票票票票票票票 へへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへ 行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行 ここここここここここここここここここここここここここ うううううううううううううううううううううううううう ��������������������������
参 議 院 議 員 通 常 選 挙

改
正
さ
れ
ま
し
た

公
職
選
挙
法

午前７時～午後８時

７ 月 ２１ 日 �
投 票 日

投票時間

（２）平成２５年７月１５日東 大 阪 市 政 だ よ り

http://www.soumu.go.jp/senkyo/senkyo_s/naruhodo/naruhodo10.html


市の治安対策・
市民協力による
防犯活動を紹介

市
で
は
、
市
民
が
安
全
に
安
心
し

て
暮
ら
す
こ
と
の
で
き
る
犯
罪
の
な

い
住
み
よ
い
ま
ち
の
実
現
を
め
ざ
し

て
、
さ
ま
ざ
ま
な
事
業
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。

市
の
治
安
対
策
や
、
市
民
の
皆
さ

ん
の
協
力
に
よ
る
防
犯
活
動
を
紹
介

し
ま
す
。
自
分
に
で
き
る
防
犯
対
策

に
つ
い
て
考
え
、
防
犯
意
識
を
高
め

ま
し
ょ
う
。

市
で
は
、
市
長
を
本
部
長
と

す
る
治
安
対
策
本
部
会
議
を
平

成
２１
年
か
ら
毎
年
開
催
し
、
治

安
対
策
関
連
事
業
を
担
当
す
る

部
局
長
や
大
阪
府
警
察
本
部
、

布
施
・
河
内
・
枚
岡
の
３
警
察

署
も
参
加
し
て
、
治
安
対
策
に

つ
い
て
意
見
交
換
を
行
っ
て
い

ま
す
。

野
田
市
長
は
、「
治
安
対
策
は

５０
万
人
の
生
活
の
安
全
・
安
心

を
守
る
た
め
に
、
市
が
取
り
組

む
重
要
施
策
」
と
位
置
づ
け
、

防
犯
カ
メ
ラ
の
設
置
や
補
助
の

拡
充
な
ど
を
指
示
し
ま
し
た
。

同
時
に
、
警
察
署
な
ど
関
係

機
関
と
の
情
報
連
携
を
強
化
し
、

こ
の
連
携
を
活
か
し
て
、
青
色

防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
活
動
や
防
犯

カ
メ
ラ
の
設
置
な
ど
、
治
安
対

策
施
策
を
さ
ら
に
推
進
し
て
い

き
ま
す
。

青
色
防
犯

パ
ト
ロ
ー
ル
事
業

青
色
回
転
灯
を
装
備
し
た
青

色
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
車
両
が
午

後
６
時
か
ら
午
前
０
時
ま
で
の

時
間
帯
で
週
５
日
、
市
内
を
巡

回
す
る
こ
と
で
街
頭
犯
罪
の
発

生
抑
止
に
努
め
て
い
ま
す
。

市
内
を
４
つ
の
エ
リ
ア
（
西

北
・
西
南
・
中
・
東
地
域
）
に

分
け
、
市
内
３
警
察
署
と
連
携

を
図
り
な
が
ら
、
青
色
回
転
灯

を
光
ら
せ
て
パ
ト
ロ
ー
ル
し
て

い
ま
す
。

各
地
域
の
幹
線
道
路
や
住
宅

地
を
巡
回
し
、
盗
難
が
多
発
す

る
駅
前
の
駐
車
場
や
駐
輪
場
で

は
停
車
時
間
を
設
け
る
な
ど
し

て
、
犯
罪
抑
止
を
図
り
ま
す
。

◇
問
合
せ
先

危
機
管
理
室

０
６（
４
３
０
９
）３
１
３
０
、

�
０
６（
４
３
０
９
）３
８
２
０

青
色
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル

活
動
支
援
事
業

青
色
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
活
動

と
は
、
大
阪
府
警
察
本
部
か
ら

証
明
を
受
け
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

団
体
（
平
成
２５
年
６
月
現
在
、

２１
団
体
）
が
、
青
色
防
犯
パ
ト

ロ
ー
ル
車
両
を
使
用
し
て
パ
ト

ロ
ー
ル
す
る
自
主
防
犯
活
動
の

こ
と
で
す
。
登
下
校
時
に
週
１

回
以
上
、
車
両
を
走
ら
せ
る
な

ど
の
防
犯
活
動
を
し
て
い
ま

す
。

市
で
は
、
地
域
で
の
防
犯
活

動
を
さ
ら
に
活
性
化
さ
せ
る
た

め
、
青
色
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
活

動
を
す
る
団
体
に
補
助
金
を
交

付
し
て
い
ま
す
。

◇
問
合
せ
先

危
機
管
理
室

地
域
に
お
け
る

治
安
対
策
活
動

自
治
会
や
防
犯
協
議
会
で
は
、

一
戸
一
灯
運
動
の
推
進
を
は
じ

め
、
年
末
の
夜
警
や
各
種
防
犯

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
な
ど
を
行
っ
て

い
ま
す
。

自
治
会
に
お
い
て
は
、
ま
ち

を
明
る
く
す
る
と
と
も
に
、
街

頭
犯
罪
の
発
生
を
抑
止
す
る
た

め
、
防
犯
灯
や
防
犯
カ
メ
ラ
を

設
置
し
て
い
ま
す
。
市
で
は
、

そ
れ
ら
の
設
置
に
対
し
、
一
部

費
用
の
補
助
を
行
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
防
犯
協
議
会
で
は
、

警
察
署
な
ど
と
い
っ
し
ょ
に
街

頭
犯
罪
防
止
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を

行
っ
て
い
ま
す
。
自
転
車
の
前

カ
ゴ
に
取
り
付
け
る
ひ
っ
た
く

り
防
止
カ
バ
ー
を
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
で
配
布
し
、
啓
発
に
努
め
て

い
ま
す
。

◇
問
合
せ
先

地
域
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
支
援
室

０
６
（
４
３

０
９
）３
１
６
１
、�
０
６（
４
３

０
９
）
３
８
１
２

共
同
施
設
設
置

補
助
事
業

市
で
は
、
市
内
商
店
街
を
訪

れ
る
方
の
安
全
安
心
と
快
適
な

商
環
境
づ
く
り
の
た
め
、
防
犯

カ
メ
ラ
や
街
路
灯
の
設
置
に
対

し
補
助
金
を
交
付
し
て
い
ま

す
。平

成
２５
年
度
は
「
安
全
安
心

の
ま
ち
づ
く
り
」
の
観
点
か
ら

補
助
率
を
拡
充
し
て
い
ま
す
。

対
象
は
市
内
商
店
街
振
興
組
合

な
ど
の
商
業
団
体
で
す
。
く
わ

し
く
は
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

◇
問
合
せ
先

商
業
課

０
６（
４
３
０
９
）３
１
７
６
、

�
０
６（
４
３
０
９
）３
８
４
６

子
ど
も
安
全

パ
ト
ロ
ー
ル
事
業

５４
の
市
立
小
学
校
す
べ
て
に

警
備
員
を
配
置
し
、
学
校
の
警

備
や
校
区
の
パ
ト
ロ
ー
ル
を
実

施
し
て
い
ま
す
。

学
校
警
備
で
は
、
午
前
８
時

か
ら
授
業
終
了
ま
で
、
校
門
で

の
警
備
と
し
て
来
校
者
へ
の
対

応
を
す
る
と
と
も
に
、
校
内
の

巡
視
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
校
区
パ
ト
ロ
ー
ル
で

は
、
授
業
終
了
か
ら
午
後
５
時

ま
で
、
校
区
内
の
巡
視
活
動
を

行
い
ま
す
。

◇
問
合
せ
先

学
校
教
育
推

進
室

０
６（
４
３
０
９
）３
２

６
８
、
�
０
６
（
４
３
０
９
）

３
８
３
８

愛
ガ
ー
ド
運
動

推
進
事
業

平
成
１７
年
度
に
５４
の
市
立
小

学
校
区
す
べ
て
で
ス
タ
ー
ト
し

た
「
愛
ガ
ー
ド
運
動
」
は
、
児

童
の
登
下
校
に
あ
わ
せ
て
見
守

り
や
見
回
り
な
ど
を
行
う
愛
ガ

ー
ド
運
動
協
力
員
に
よ
る
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
で
す
。
ま
た
、

大
阪
府
警
Ｏ
Ｂ
の
「
ス
ク
ー
ル

ガ
ー
ド
・
リ
ー
ダ
ー
」
と
い
っ

し
ょ
に
小
学
校
区
の
巡
回
も
し

て
い
ま
す
。

愛
ガ
ー
ド
運
動
は
、
子
ど
も

を
守
る
地
域
の
ス
ク
ラ
ム
と
し

て
約
１
万
５
０
０
０
人
の
協
力

員
に
支
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

愛
ガ
ー
ド
運
動
を
含
む
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
に
従
事
し
て
い

る
皆
さ
ん
の
姿
が
、
犯
罪
抑
止

に
大
き
な
効
果
を
上
げ
て
い
ま

す
。
愛
ガ
ー
ド
運
動
に
協
力
し

て
い
た
だ
け
る
方
は
、
地
域
の

小
学
校
に
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。◇

問
合
せ
先

学
校
教

育
推
進
室

こ
ど
も
１
１
０
番
の
家

運
動
推
進
事
業

こ
ど
も
１
１
０
番
の
家

と
は
、
子
ど
も
が
不
審
者

に
追
い
か
け
ら
れ
る
な
ど

ト
ラ
ブ
ル
に
巻
き
込
ま
れ

そ
う
に
な
っ
た
と
き
に
、

助
け
を
求
め
て
か
け
込
む

こ
と
が
で
き
、
子
ど
も
た

ち
の
犯
罪
被
害
を
最
小
限

に
す
る
運
動
で
す
。
地
域

の
協
力
家
庭
や
事
業
所
な
ど
に

旗
や
プ
レ
ー
ト
を
掲
げ
て
も
ら

い
、協
力
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

こ
ど
も
１
１
０
番
の
家
の
協

力
家
庭
や
事
業
所
を
随
時
募
集

し
て
い
ま
す
。
ご
協
力
く
だ
さ

い
。◇

問
合
せ
先

青
少
年
ス
ポ

ー
ツ
室

０
６
（
４
３
０
９
）

３
２
８
１
、�
０
６（
４
３
０
９
）

３
８
３
５

少
年
補
導
活
動
事
業

東
大
阪
少
年
補
導
協
会
で
は

小
学
校
区
ご
と
に
少
年
補
導
員

を
委
嘱
し
、
地
域
の
街
頭
補
導

活
動
な
ど
を
行
う
青
少
年
の
非

行
化
防
止
活
動
事
業
や
、
す
こ

や
か
テ
レ
ホ
ン
事
業
を
実
施
し

て
い
ま
す
。

学
校
や
友
達
、
家
族
の
こ
と

を
は
じ
め
、
い
じ
め
や
不
登
校

な
ど
、
心
配
な
こ
と
が
あ
れ
ば

青
少
年
補
導
セ
ン
タ
ー
（
０
６

―

６
７
２
１
―

９
１
７
４
〈
月
曜

日
〜
金
曜
日
午
前
１０
時
〜
午
後

４
時
〉）へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

メ
ー
ル
で
の
相
談
も
受
け
付
け

て
い
ま
す
。
く
わ
し
く
は
青
少

年
補
導
セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
（h

ttp���h
o
d
o
u
.jp�

）

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

◇
問
合
せ
先

青
少
年
ス
ポ

ー
ツ
室

街
頭
犯
罪
を
防
ぐ

街
頭
犯
罪
の
被
害
者
に
な
ら

な
い
た
め
に
は
、
一
人
ひ
と
り

が
日
ご
ろ
か
ら
防
犯
対
策
を
と

る
こ
と
が
大
切
で
す
。
犯
罪
か

ら
身
を
守
る
す
べ
を
知
り
、
防

犯
意
識
を
高
め
ま
し
ょ
う
。

【
ひ
っ
た
く
り
】

▽
自
転
車
に
は
ひ
っ
た
く
り

防
止
カ
バ
ー
や
防
犯
ネ
ッ
ト
を

付
け
ま
し
ょ
う

▽
バ
ッ
グ
は

車
道
と
反
対
側
に
持
ち
、
建
物

と
の
ス
ペ
ー
ス
を
あ
け
な
い
よ

う
に
歩
き
ま
し
ょ
う

▽
紐
の

あ
る
バ
ッ
グ
は�
た
す
き
が
け
�

に
し
ま
し
ょ
う

▽
夜
は
暗
い

道
を
避
け
、
な
る
べ
く
人
通
り

の
多
い
明
る
い
道
を
歩
く
よ
う

に
し
ま
し
ょ
う

【
自
転
車
盗
】

▽
自
転
車
か
ら
離
れ
る
と
き

は
、
短
い
時
間
で
も
鍵
を
か
け

ま
し
ょ
う

▽
で
き
れ
ば
盗
難

に
強
い
鍵
に
取
り
替
え
る
か
、

ワ
イ
ヤ
ー
錠
な
ど
２
つ
以
上
の

鍵
を
取
り
付
け
ま
し
ょ
う

▽

自
転
車
に
は
防
犯
登
録
を
し
て

お
き
ま
し
ょ
う

※
く
わ
し
く
は
大
阪
府
自
転

車
商
防
犯
協
力
会
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
（h

ttp���w
w
w
.b
o
u

h
a
n
k
u
n
.com

�

）を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

【
車
上
ね
ら
い
】

▽
車
を
離
れ
る
と
き
は
、
短

い
時
間
で
も
必
ず
施
錠
を
し
、

バ
ッ
グ
や
現
金
な
ど
貴
重
品
を

車
内
に
置
か
な
い
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う

▽
日
ご
ろ
か
ら
車
内

を
�
か
ら
っ
ぽ
�
に
す
る
こ
と

を
心
が
け
ま
し
ょ
う

近
所
と
の
つ
な
が
り
で

犯
罪
に
強
い
地
域
へ

安
全
安
心
な
ま
ち
を
め
ざ
す

に
は
、
地
域
の
協
力
が
必
要
で

す
。住
民
同
士
の
つ
な
が
り
は
、

犯
罪
に
強
い
地
域
を
つ
く
り
ま

す
。
日
ご
ろ
か
ら
近
所
と
の
挨

拶
を
心
が
け
る
な
ど
、
で
き
る

こ
と
か
ら
始
め
ま
し
ょ
う
。

◇

◇

◇
問
合
せ
先

危
機
管
理
室

児
童
の
登
下
校
を
見
守
る

愛
ガ
ー
ド
運
動
協
力
員

犯犯犯犯犯犯犯犯犯犯犯犯犯
罪罪罪罪罪罪罪罪罪罪罪罪罪
ののののののののののののの
ななななななななななななな
いいいいいいいいいいいいい
住住住住住住住住住住住住住
みみみみみみみみみみみみみ
よよよよよよよよよよよよよ
いいいいいいいいいいいいい
ままままままままままままま
ちちちちちちちちちちちちち
へへへへへへへへへへへへへ

市
民
・
警
察
・
市
が
協
力
し
治
安
対
策
を
強
化

安 全 安 心 の ま ち づ く り

できることから始めよう

自分でできる
防 犯 対 策

ラ グ ビ ー の ま ち 東 大 阪平成２５年７月１５日（３）

http://hodou.jp/
http://www.bouhankun.com/


医
療
機
関
の
窓
口
で
の
支
払

い
が
自
己
負
担
限
度
額
ま
で
と

な
る
「
限
度
額
適
用
認
定
証
」

（
市
民
税
非
課
税
世
帯
の
方
は

入
院
時
の
食
事
療
養
費
も
減
額
）

の
有
効
期
限
は
７
月
３１
日
で
す
。

引
き
続
き
交
付
を
受
け
る
た

め
に
は
、
改
め
て
申
請
が
必
要

で
す
。

今
お
持
ち
の
「
限
度
額
適
用

認
定
証
」
と
印
鑑
を
持
っ
て
、

医
療
保
険
室
資
格
給
付
課
ま
た

は
行
政
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
で

手
続
き
し
て
く
だ
さ
い
。
た
だ

し
、
保
険
料
の
滞
納
が
あ
る
と

交
付
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま

す
。ま

た
、
市
民
税
非
課
税
世
帯

の
方
が
９０
日
を
超
え
る
入
院
を

し
た
場
合
は
、
入
院
日
数
の
わ

か
る
領
収
書
を
添
え
て
再
度
申

請
し
て
く
だ
さ
い
。
食
事
療
養

費
が
さ
ら
に
減
額
さ
れ
ま
す
。

な
お
、「
限
度
額
適
用
認
定
証
」

は
申
請
日
の
属
す
る
月
の
１
日

か
ら
の
適
用
と
な
り
ま
す
の
で
、

継
続
し
て
入
院
す
る
場
合
は
、

必
ず
手
続
き
し
て
く
だ
さ
い
。

【
７０
歳
未
満
の
方
（
後
期
高

齢
者
医
療
の
方
を
除
く
）】

全
世
帯
を
対
象
に
「
限
度
額

適
用
認
定
証
」
を
申
請
に
よ
り

交
付
し
ま
す
。

市
民
税
非
課
税
世
帯
の
方
は
、

入
院
時
の
食
事
療
養
費
も
減
額

し
ま
す
。

【
７０
歳
以
上
の
前
期
・
後
期

高
齢
者
医
療
の
方
】

前
期
高
齢
者
お
よ
び
後
期
高

齢
者
医
療
保
険
で
は
、
市
民
税

非
課
税
世
帯
の
方
を
対
象
に「
限

度
額
適
用
・
標
準
負
担
額
減
額

認
定
証
」
を
申
請
に
よ
り
交
付

し
ま
す
。

市
民
税
非
課
税
世
帯
以
外
の

方
は
、
受
給
者
証
と
被
保
険
者

証
を
提
示
す
る
と
入
院
時
の
一

部
負
担
金
が
自
己
負
担
限
度
額

ま
で
と
な
り
ま
す
の
で
、
申
請

の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

国
民
健
康
保
険

７
月
末
に
送
付
し
ま
す

医
療
費
通
知

７
月
末
に
平
成
２５
年
２
月
と

３
月
の
診
療
（
請
求
）
分
の
医

療
費
通
知
を
送
付
し
ま
す
。

医
療
費
通
知
は
、
医
療
費
の

実
情
を
理
解
し
健
康
に
対
す
る

認
識
を
深
め
て
い
た
だ
く
た
め
、

年
６
回
送
付
し
て
い
ま
す
。

国
保
は
、
安
心
し
て
治
療
が

受
け
ら
れ
る
よ
う
に
備
え
る
助

け
合
い
の
制
度
で
す
。
日
ご
ろ

の
健
康
管
理
に
気
を
配
り
、
増

え
続
け
る
医
療
費
を
抑
え
ま
し

ょ
う
。

適
度
な
運
動
、
バ
ラ
ン
ス
の

と
れ
た
食
事
、
積
極
的
な
休
養

な
ど
、
こ
の
機
会
に
生
活
習
慣

を
見
直
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

◇

◇

◇
問
合
せ
先

医
療
保
険
室

資
格
給
付
課

０
６
（
４
３

０
９
）３
１
６
７
、�
０
６（
４
３

０
９
）
３
８
０
４

国
民
健
康
保
険
料
は
、
必

ず
納
期
限
ま
で
に
納
め
て
く

だ
さ
い
。

事
業
の
休
廃
業
や
失
業
な

ど
で
保
険
料
の
納
付
が
困
難

な
方
は
、
申
請
に
よ
り
保
険

料
の
減
免
（
減
額
）
が
で
き

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
医
療

保
険
室
保
険
料
課
ま
た
は
行

政
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
で
申

請
し
て
く
だ
さ
い
。

保
険
料
の
減
免
（
減
額
）

に
は
さ
ま
ざ
ま
な
種
類
が
あ

り
ま
す
が
、
い
ず
れ
も
１８
歳

以
上
の
国
民
健
康
保
険
加
入

者
全
員
が
平
成
２５
年
度
（
平

成
２４
年
中
）
の
所
得
申
告
を

し
て
お
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

平
成
２５
年
度
の
所
得
申
告
を

し
て
い
な
い
方
は
、
医
療
保

険
室
保
険
料
課
ま
た
は
行
政

サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
で
手
続

き
し
て
く
だ
さ
い
。

保
険
料
口
座
振
替
済
額
を

来
年
１
月
に
通
知

登
録
さ
れ
た
口
座
か
ら
引

落
し
し
た
金
額
の
合
計
を
お

知
ら
せ
す
る
国
民
健
康
保
険

料
収
納
済
通
知
書
（
平
成
２５

年
分
）
は
、
来
年
１
月
に
通

知
し
ま
す
。

１
年
間
の
国
民
健
康
保
険

料
の
納
付
額
は
、
社
会
保
険

料
控
除
の
対
象
と
な
る
た
め
、

所
得
申
告
の
際
に
必
要
で
す
。

◇

◇

◇
問
合
せ
先

医
療
保
険

室
保
険
料
課

０
６
（
４
３

０
９
）
３
１
６
８
、
�
０
６

（
４
３
０
９
）
３
８
０
７

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
新

し
い
被
保
険
者
証
を
７
月
上
旬

に
簡
易
書
留
郵
便
で
送
付
し
ま

し
た
。新
し
い
被
保
険
者
証
は
、

配
達
す
る
家
庭
に
い
る
方
に
直

接
手
渡
し
し
ま
す（
要
受
領
印
）。

不
在
の
場
合
は
、
郵
便
局
に
７

日
間
程
度
保
管
さ
れ
、
そ
れ
以

降
は
市
役
所
に
差
し
戻
さ
れ
ま

す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

被
保
険
者
証
が
届
い
た
ら
、

住
所
、
氏
名
な
ど
に
誤
り
が
な

い
か
を
確
か
め
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
古
い
被
保
険
者
証
は
市

役
所
に
返
却
し
て
く
だ
さ
い
。

所
得
に
よ
り
負
担
割
合

（
１
割
・
３
割
）を
変
更

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
一

部
負
担
金
の
割
合
（
１
割
ま
た

は
３
割
）
お
よ
び
高
額
医
療
費

の
自
己
負
担
限
度
額
の
負
担
区

分
は
、
今
年
７
月
ま
で
は
平
成

２３
年
中
の
所
得
で
判
定
し
、
今

年
８
月
か
ら
来
年
７
月
ま
で
は

平
成
２４
年
中
の
所
得
で
判
定
し

ま
す
。

一
部
負
担
金
の
割
合
は
、
同

一
世
帯
内
の
後
期
高
齢
者
医
療

被
保
険
者
の
所
得
だ
け
で
判
定

し
ま
す
。
そ
の
中
に
１
人
で
も

平
成
２５
年
度
の
地
方
税
法
上
の

各
種
所
得
控
除
後
の
所
得
（
課

税
標
準
額
）
が
１
４
５
万
円
以

上
あ
る
場
合
は
、
３
割
に
な
り

ま
す
。

負
担
割
合
を
１
割
に

基
準
収
入
額
適
用
申
請

負
担
割
合
が
３
割
の
方
で
、

次
の
要
件
に
該
当
す
る
場
合
は
、

申
請
に
よ
り
認
め
ら
れ
る
と
、

負
担
割
合
が
３
割
か
ら
１
割
に

な
り
ま
す
。

▽
同
一
世
帯
内
で
被
保
険
者

が
１
人
の
場
合
�
総
収
入
額
が

３
８
３
万
円
未
満

▽
同
一
世
帯
内
で
被
保
険
者

が
２
人
以
上
の
場
合
�
総
収
入

額
が
５
２
０
万
円
未
満

▽
同
一
世
帯
に
被
保
険
者
が

１
人
で
、
か
つ
同
一
世
帯
に
７０

歳
以
上
７５
歳
未
満
の
方
が
い
る

場
合
�
総
収
入
額
が
５
２
０
万

円
未
満◇

◇

◇
問
合
せ
先

医
療
保
険
室

資
格
給
付
課

０
６
（
４
３

０
９
）３
１
６
７
、�
０
６（
４
３

０
９
）
３
８
０
４

未
収
金
特
別
対
策
室
で
は
、

平
成
２５
年
度
も
国
民
健
康
保

険
料
の
移
管
徴
収
を
進
め
て

い
ま
す
。
納
期
限
ま
で
に
納

め
て
い
た
だ
い
て
い
な
い
保

険
料
の
う
ち
、
高
額
滞
納
や

長
期
滞
納
の
も
の
に
つ
い
て
、

債
権
の
移
管
を
受
け
て
い
ま

す
。移

管
債
権
に
つ
い
て
は
、

財
産
調
査
を
行
う
と
と
も
に
、

資
力
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る

に
も
か
か
わ
ら
ず
保
険
料
を

納
め
て
い
な
い
方
へ
は
、
差

押
え
な
ど
の
滞
納
処
分
を
行

っ
て
い
ま
す
。

期
限
ま
で
に
き
ち
ん
と
納

付
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
市

民
の
皆
さ
ん
と
の
公
平
性
を

確
保
す
る
と
と
も
に
、
国
保

制
度
の
維
持
の
た
め
、
積
極

的
な
徴
収
を
行
っ
て
い
き
ま

す
。
理
解
と
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

な
お
、
平
成
２５
年
６
月
現

在
の
実
施
状
況
は
表
の
と
お

り
で
す
。

◇
問
合
せ
先

▽
未
収
金

特
別
対
策
室

０
６
（
４
３

０
９
）
３
０
１
９
、
�
０
６

（
４
３
０
９
）
３
８
７
５

▽
医
療
保
険
室
保
険
料
課

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
額

決
定
通
知
書
を
７
月
１６
日
に
発

送
し
ま
す
。

す
で
に
４
月
支
給
の
年
金
か

ら
仮
算
定
に
よ
り
特
別
徴
収
を

開
始
し
て
い
る
方
に
は
、
平
成

２４
年
中
の
所
得
に
よ
っ
て
再
計

算
（
本
算
定
）
し
、
１０
月
以
降

の
年
金
か
ら
特
別
徴
収
す
る
額

を
通
知
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、普
通
徴
収
の
方
に
は
、

平
成
２４
年
中
の
所
得
に
よ
っ
て

計
算
し
た
保
険
料
額
を
通
知
し

て
い
ま
す
。
７
月
か
ら
来
年
３

月
ま
で
の
計
９
回
を
納
期
限
ま

で
に
納
付
書
ま
た
は
口
座
振
替

な
ど
で
納
め
て
く
だ
さ
い
。

納
付
方
法
を
口
座
振
替
に

変
更
で
き
ま
す

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
を

年
金
か
ら
特
別
徴
収
し
て
い
る

方
は
、
口
座
振
替
に
変
更
で
き

ま
す
。

納
付
方
法
の
変
更
は
、保
険
料

額
決
定
通
知
書
、預
貯
金
通
帳
、

通
帳
印
を
持
っ
て
、
金
融
機
関

や
郵
便
局
な
ど
で
口
座
振
替
依

頼
の
手
続
き
を
行
っ
た
う
え
、

口
座
振
替
依
頼
書（
本
人
控
）を

持
参
し
て
、医
療
保
険
室
保
険
料

課
ま
た
は
行
政
サ
ー
ビ
ス
セ
ン

タ
ー
で
手
続
き
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
変
更
後
に
保
険
料
を

滞
納
し
た
場
合
は
特
別
徴
収
を

再
開
し
ま
す
。

◇

◇

◇
問
合
せ
先

医
療
保
険
室

保
険
料
課

０
６（
４
３
０
９
）

３
１
６
８
、�
０
６（
４
３
０
９
）

３
８
０
７

（表）自己負担限度額

自己負担限度額

１５０，０００円
（８３，４００円）

＋
総医療費�１０割�が５００，０００円
を超えた分の１％を加算

８０，１００円
（４４，４００円）

＋
総医療費�１０割�が２６７，０００円
を超えた分の１％を加算

３５，４００円
（２４，６００円）

自己負担限度額
外来＋入院�世帯単位�

８０，１００円
（４４，４００円）

＋
総医療費�１０割�が２６７，０００
円を超えた分の１％を加算

４４，４００円

２４，６００円

１５，０００円

注 （ ）内は、過去１２か月以内に４回以上高額療養費の支給があった場合
の４回目以降の限度額

※１ 基礎控除後の総所得金額が６００万円を超える世帯の方
※２ 課税所得が１４５万円以上で、収入が高齢者単独世帯で年収３８３万円以上、

高齢者複数世帯で年収５２０万円以上の方
※３ 世帯全員が市民税非課税世帯の方
※４ 世帯全員が市民税非課税で、各所得（特別控除前）がいずれも０円の方

（老人単身世帯で年金収入のみの場合は年収８０万円以下の方）

外来〈個人単位〉

４４，４００円

１２，０００円

８，０００円

上位所得者
※１

一 般

市民税
非課税世帯

現役並み所得者
※２

一 般

低所得者�
※３

低所得者Ⅰ
※４

市民税
非課税
世 帯

７０
歳
未
満
の
方（
後
期
高
齢

者
医
療
の
方
を
除
く
）

７０
歳
以
上
の
前
期
高
齢
者

お
よ
び
後
期
高
齢
者
医
療
の
方

（表）国民健康保険料移管債権
（平成２５年６月１日現在）

実施状況

１，２５３件

８９４，２７６，０５０円

※平成２４年度繰越分含む。

移管債権数

移管債権額

保険料額
決定通知書を送付

新
し
い
被
保
険
者
証
を

７
月
上
旬
に
送
付
し
ま
し
た

後期高齢者医療保険

８８８８８８８８８８月月月月月月月月月月分分分分分分分分分分以以以以以以以以以以降降降降降降降降降降はははははははははは
更更更更更更更更更更新新新新新新新新新新手手手手手手手手手手続続続続続続続続続続ききききききききききがががががががががが必必必必必必必必必必要要要要要要要要要要でででででででででですすすすすすすすすす

後期
高齢者
医療

限度額適用認定証

納付が困難な方は
相談してください

積
極
的
な
徴
収
を
進
め
て
い
ま
す

国民健康保険

国
民
健
康
保
険
料
の
未
収
金

（４）平成２５年７月１５日東 大 阪 市 政 だ よ り



※番号をよく確認のうえ、かけ間違いのないよう
　にお願いします。車での来場はご遠慮ください
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２歳児歯科健康相談

�時�所�８月１２日��西保健センター
�１９日��東保健センター �２７日�
�中保健センター ※時間は申込時に

伝えます。 �対市内在住の平成２３年８
月生まれの２歳児 �定各３０人（申込先
着順） �持母子健康手帳
�申�問東・中・西保健センター

お済みですか
飼い犬登録と狂犬病予防注射

生後９１日以上の犬を飼っているすべ

ての飼い主は、飼い始めた日から３０日

以内に飼い犬登録をし、狂犬病予防注

射を受けさせ、飼い犬に犬鑑札および

狂犬病予防注射済票を着けることが義

務づけられています。小型犬や室内犬

などに関係なく、必ず飼い犬登録をし、

狂犬病予防注射を受けさせてください。

４月に実施した集合注射で狂犬病予

防注射を受けることができなかった場

合は、動物病院でも受けることができ

ます。市の委託動物病院で狂犬病予防

注射を受けると、その場で飼い犬登録

ができ、狂犬病予防注射済票の交付も

受けられます。

【届出が必要です】
飼い犬登録の内容（犬の飼い主や住

所、電話番号など）が変わった場合や

飼い犬登録をしている犬が死亡した場

合、他市町村で飼い犬登録をしていた

が東大阪市に転入した場合は、必ず届

け出てください。

◇ ◇

�問�動物指導センター ０７２（９６３）

６２１１、�０７２（９６３）１６４４ �食品衛生課
０７２（９６０）３８０３、�０７２（９６０）３８０７

糖尿病食事学習会
野菜たっぷり・１食５００kcal ごはん

�時７月２５日�午前１０時３０分～午後２
時３０分 �対市内在住の方 �定２４人（申
込先着順） �内調理実習「いつものお
そうざい

惣菜をたっぷり低カロリーに～夏野菜

編」、講話 �料７００円 �持エプロン、三
角巾、手ふき、筆記用具

�所�申�問中保健センター

薬物乱用のない社会を
覚せい剤等薬物乱用防止へ

７月は覚せい剤等薬物乱用防止広報

強化月間です。

最近は、シンナーや覚せい剤だけで

はなく、大麻、錠剤型合成麻薬ＭＤＭ

Ａ、指定薬物、脱法ハーブ、違法ドラ

ッグなど薬物が多様化し、青少年の間

でも乱用が広まるなど、深刻な問題と

なっています。

月間中は、ポスター掲示やリーフレ

ットの配布など、薬物乱用防止の啓発

を重点的に行います。薬物乱用のない

社会をつくるためにも、皆さんの理解

と協力をお願いします。

�問環境薬務課 ０７２（９６０）３８０４、�０７２
（９６０）３８０７

マタニティ歯科健診

�時８月２２日� ※時間は申込時に伝

えます。 �対市内在住のおおむね妊娠１６
週以降の妊婦 �定１５人（申込先着順）
�持母子健康手帳 �申８月２１日�までに
電話で

�所�申�問東保健センター

プレパパ・プレママの会

�時８月１４日�午後１時３０分～４時
�対市内在住の妊婦とそのパートナー
�定１６組（申込先着順） �内赤ちゃんのお
風呂の入れ方など �持母子健康手帳
�申８月１３日�までに電話で
�所�申�問中保健センター

マタニティクラス

�時�所�内�８月７日�午後１時３０分～
３時３０分、東保健センター�心理士・
保健師の話 �２０日�・２７日�午後１
時３０分～４時、中保健センター�助産
師の話、マタニティクッキング �対市内
在住のおおむね妊娠１６週以降の妊婦

�持母子健康手帳
�申�問東・中保健センター

肺がん・結核エックス線検診

�時�所�８月１日�午後１時３０分から
・午後２時１５分から�東診療所（申込
みは東保健センターへ） �６日�午前
９時１０分から・午前１０時から�西保健
センター �７日�午前９時２０分～１０
時３０分、１３日�午後１時～２時１０分�
中保健センター �内�対�肺がん検診�
市内在住の４０歳以上の方 �結核検診
�市内在住の６５歳以上の方 �定各日４０
人（申込先着順）

�申�問東・中・西保健センター

ふたごの教室

�時�所�内�８月１６日�午前１０時～１１時、
東保健センター�作って遊ぼう �２１
日�午前１０時～１１時１５分、中保健セン
ター�エプロンシアター �２８日�午
前１０時～午後１時、総合福祉センター

（申込みは西保健センターへ）�先輩
ふたごママと話そう �対市内在住のふ
たご、みつごを妊娠・出産している方

とその子ども

�申�問東・中・西保健センター

アタマジラミを見つけたら

子どもが頭をかいて、かゆみを訴え

たら髪の毛を念入りに調べてみてくだ

さい。アタマジラミが原因かもしれま

せん。

アタマジラミの卵は耳の後ろや頭頂

部、えりあしなどで見つかることがあ

り、髪の毛にしっかりと固着して簡単

には取れません。夏季はプール使用前

の検査で見つかることが多いですが、

１年を通して発生しています。

アタマジラミは、集団生活をしてい
まんえん

ると、その中で蔓延しやすいため、見

つけた場合は次のように処置を行って

拡大を防ぎましょう。 �市販のアタ
マジラミ用シャンプーを使用する �
清潔なスキグシで髪の毛を丁寧にすい

て卵を除去する �枕カバーやシーツ、
タオル、帽子や衣服は熱湯や乾燥機な

どで熱処理（６０℃で５分間）してから

洗濯する（さらにアイロンをかけると

より効果的）

�問環境薬務課 ０７２（９６０）３８０４、�０７２
（９６０）３８０７

市では、メタボリックシンドロー

ムとその予備群を見つけるために特

定健康診査を実施しています。

対象は、４月１日現在、国民健康

保険に加入している４０歳から７４歳以

下の方で、対象者には黄色の受診券

を送付しています。ぜひ、特定健診

を受けましょう。

受診の際は、受診券と国保の保険

証をお持ちください。

なお、他の健康保険に変わった方

は、その時点で受診券の有効期限に

かかわらず受診券の使用ができませ

ん。万一、国保の資格がなくなった

後に受診した場合、健診費用が自己

負担となりますので、ご注意くださ

い。

健診受診後にメタボリックシンド

ロームまたはその予備群と判定され

た方には、特定保健指導の利用券を

送付します。委託医療機関や市内の

保健センターで、医師・保健師・管

理栄養士など専門のスタッフから自

分に合った生活習慣改善のサポート

を無料で受けられます。

この機会に特定保健指導を受けて、

健康管理に役立ててください。

�問医療保険室保険管理課 ０６（４３０９）

３０５１、�０６（４３０９）３８０５

魚介類は「腸炎ビブリオ」という食

中毒菌に汚染されていることがあり、

菌に汚染された食品を食べると、激し

い腹痛や下痢、おう吐を起こします。

抵抗力の弱い乳幼児や児童、高齢

者の場合、症状が重くなることがあり

ますので、できるだけ生食は控えま

しょう。特に肝臓に疾患のある方は、

夏場の魚介類の生食は避けましょう。

近年は、ヒラメを生食することに

よる食中毒が発生しています。これ

は、ヒラメの筋肉中にまれに存在す

る寄生虫「クドア・セプテンプンク

タータ」によるものです。予防法は

冷凍か充分な加熱しかありませんの

で、生食には注意してください。

また、夏場は特に次のことに注意

してください。

【すぐ冷蔵庫に入れ適切な保存を】
生鮮食品の購入後は、保冷剤など

を入れてまっすぐ家に帰り、帰宅後

はすぐに冷蔵庫に入れましょう。ま

た、魚介類を冷蔵庫に入れるときは、

ほかの食品に汁がかからないよう、

ビニール袋や容器に入れて保存しま

しょう。

【充分加熱し、早く食べる】
鮮魚は水道水でよく洗い、調理す

るときは充分加熱しましょう。また、

すしや刺身など生で食べるときは、

なるべく早く食べましょう。

【消毒する】
使用したまな板や包丁は洗剤でよ

く洗い、熱湯などで消毒しましょう。

◇ ◇

�問食品衛生課 ０７２（９６０）３８０３、�
０７２（９６０）３８０７

特定健診を受けて
より健康的な生活を

生食用魚介類は新鮮なうちに

食中毒にご注意

�時とき �所ところ �対対象 �定定員・定数 �内内容 �講講師
�料料金（表示のないものは無料） �持持ち物 �申申込方法・応募方法など
�申申込み先・応募先など �問問合せ先 �メールアドレス

記号の見方

ラ グ ビ ー の ま ち 東 大 阪平成２５年７月１５日（５）
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夏
休
み
親
子

も
の
づ
く
り
体
験
教
室

身
近
な
材
料
を
使
っ
て
、

も
の
づ
く
り
を
し
ま
せ
ん
か
。

◇
と
き

８
月
３
日
�
午

後
１
時
〜
４
時

◇
対
象

市
内
在
住
の
小

学
生
と
そ
の
保
護
者

◇
定
員

２０
組
４０
人
（
申

込
先
着
順
）

◇
料
金

１
組
５
０
０
円

◇
持
ち
物

持
ち
帰
り
用

袋
◇
申
込
方
法

参
加
費
を

持
っ
て
７
月
１６
日
�
〜
３１
日

�
午
前
９
時
〜

午
後
５
時
に
直
接

◇
と
こ
ろ
・
申
込
み
・

問
合
せ
先

産
業
技
術
支
援

セ
ン
タ
ー
内
少
年
少
女
発
明

ク
ラ
ブ
事
務
局
（
高
井
田
中

１
）

０
６（
６
７
８
５
）
３

３
２
５
、
�
０
６
（
６
７
８

５
）
３
３
６
３

作
っ
て
遊
ぼ
う
竹
細
工

◇
と
き

８
月
４
日
�
午

後
２
時
〜
４
時

◇
と
こ
ろ

枚
岡
公
園

◇
対
象

４
歳
〜
小
学
生

の
子
ど
も
と
そ
の
保
護
者

◇
定
員

２０
人
（
申
込
先

着
順
）

◇
申
込
方
法

７
月
１５
日

�
か
ら
電
話
で

◇
申
込
み
・
問
合
せ
先

枚
岡
公
園
管
理
事
務
所

０
７
２（
９
８
１
）２
５
１
６
、

�
０
７
２
（
９
８
２
）
８
７

２
５◇

問
合
せ
先

商
業
課

０
６（
４
３
０
９
）３
１
７
６
、

�
０
６
（
４
３
０
９
）
３
８

４
６

青
少
年
女
性

セ
ン
タ
ー
の
教
室

【
夏
休
み
親
子
ク
ッ
キ
ン

グ
】米

粉
の
ピ
ザ
と
冷
た
い
デ

ザ
ー
ト
な
ど
を
作
り
ま
す
。

◇
と
き

８
月
２４
日
�
午

前
１０
時
３０
分
〜
午
後
２
時

◇
対
象

市
内
在
住
・
在

学
（
い
ず
れ
か
）
の
小
学
生

と
そ
の
保
護
者

◇
定
員

８
組
（
抽
選
）

◇
料
金

１
組
１
０
０
０

円
（
子
ど
も
が
１
人
増
え
る

ご
と
に
３
０
０
円
）

◇
申
込
期
限

７
月
３１
日

�
ま
で

【
夏
休
み
子
ど
も
工
作
】

と
ん
ぼ
玉
を
作
り
ま
す
。

◇
と
き

８
月
２８
日
�
午

前
１０
時
〜
正
午
・
午
後
１
時

〜
３
時

◇
対
象

市
内
在
住
・
在

学
（
い
ず
れ
か
）
の
小
学
生

※
低
学
年
は
保
護
者
同
伴
。

◇
定
員

各
５
人（
抽
選
）

◇
料
金

１
０
０
０
円

◇
申
込
期
限

８
月
３
日

�
ま
で◇

◇

◇
申
込
方
法

往
復
ハ
ガ

キ
に
教
室
名
（
工
作
は
時
間

帯
も
）、
住
所
、
氏
名（
保
護

者
名
、
ふ
り
が
な
も
）、
年
齢

（
学
年
）、
電
話
番
号
を
書
い

て
各
申
込
期
限（
消
印
有
効
）

ま
で
に
郵
送

◇
と
こ
ろ
・
申
込
み
・
問
合

せ
先

〒
５７７
―

０
０
５
４
高
井

田
元
町
１
―

１１
―
１７

青
少
年

女
性
セ
ン
タ
ー

０
６（
６
７

８
９
）
５
７
４
６
、
�
０
６

（
６
７
８
９
）
２
０
４
９

フ
ァ
ミ
リ
ー
ク
ッ
キ
ン
グ

ヘ
ル
ス
メ
イ
ト
と
調
理
実

習
を
し
ま
せ
ん
か
。

◇
と
き
・
と
こ
ろ

▽
７

月
２５
日
�
�
東
保
健
セ
ン
タ

ー

▽
８
月
５
日
�
�
中
保

健
セ
ン
タ
ー

☆
い
ず
れ
も
午
後
１
時
〜

４
時◇

対
象

小
学
校
３
年
生

〜
６
年
生
の
子
ど
も
と
そ
の

保
護
者
ま
た
は
祖
父
母

※
ア
レ
ル
ギ
ー
の
対
応
は

で
き
ま
せ
ん
。

◇
定
員

各
１５
組
３０
人（
申

込
先
着
順
）

◇
料
金

大
人
３
５
０
円
、

子
ど
も
３
０
０
円
（
保
険
料

込
み
）

◇
持
ち
物

エ
プ
ロ
ン
、

三
角
巾
、
手
ふ
き
、
筆
記
用

具
◇
申
込
方
法

７
月
１６
日

�
か
ら
電
話
で

◇
申
込
み
・
問
合
せ
先

東
・
中
保
健
セ
ン
タ
ー

▽

東
�
０
７
２（
９
８
２
）２
６

０
３
、
�
０
７
２（
９
８
６
）

２
１
３
５

▽
中
�
０
７
２

（
９
６
５
）
６
４
１
１
、
�

０
７
２（
９
６
６
）６
５
２
７

郷
土
博
物
館

古
代
人
な
り
き
り
体
験

ま
が
た
ま

ガ
ラ
ス
製
の
勾
玉
作
り
や

古
代
人
の
服
に
着
替
え
、
古

代
の
人
々
の
暮
ら
し
を
体
験

し
ま
す
。

◇
と
き

８
月
４
日
�
午

前
１０
時
３０
分
〜
午
後
２
時
３０

分
◇
対
象

小
学
生
と
そ
の

保
護
者

◇
定
員

１５
人
（
申
込
先

着
順
）

◇
持
ち
物

弁
当
、
飲
み

物
、
雨
具
、
敷
物

※
入
館
料
（
小
・
中
学
生

２０
円
、高
校
・
大
学
生
３０
円
、

一
般
５０
円
）
が
必
要
。

◇
申
込
方
法

７
月
１７
日

�
午
前
９
時
か
ら
電
話
で

◇
と
こ
ろ
・
申
込
み
・
問

合
せ
先

郷
土
博
物
館

０
７
２（
９
８
４
）６
３
４
１
、

�
０
７
２
（
９
８
６
）
１
４

３
２

発
掘
ふ
れ
あ
い
館

弥
生
時
代
の
生
活
体
験

◇
と
き
・
内
容

▽
７
月

２８
日
�
�
土
器
作
り

▽
８

月
１１
日
�
�
作
っ
た
土
器
で

炊
飯☆

い
ず
れ
も
午
前
１０
時
〜

正
午◇

対
象

小
学
生
以
上
の

子
ど
も
と
そ
の
家
族

◇
定
員

２０
組
（
申
込
先

着
順
）

◇
料
金

１
組
１
６
０
円

◇
持
ち
物

米
１
合

◇
申
込
方
法

７
月
１７
日

�
午
前
９
時
３０
分
か
ら
電
話

で
◇
と
こ
ろ
・
申
込
み
・
問

合
せ
先

発
掘
ふ
れ
あ
い
館

（
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
）

０
７
２（
９
８
３
）２
３
４
０
、

�
０
７
２
（
９
８
２
）
９
４

１
１

こ
ど
も

ワ
ク
ワ
ク
ら
ん
ど

身
近
な
も
の
で
科
学
実
験

を
す
る
科
学
王
国
や
、
見
て

も
や
っ
て
も
楽
し
い
体
操
な

ど
を
し
ま
す
。

◇
と
き

７
月
２８
日
�
午

後
１
時
〜
４
時

◇
対
象

市
内
在
住
・
在

学
（
い
ず
れ
か
）
の
小
学
生

◇
内
容

実
験
、
体
操
、

ゲ
ー
ム
（
金
魚
す
く
い
、
雪

遊
び
な
ど
）、工
作（
水
鉄
砲
、

野
菜
鉄
砲
）

◇
と
こ
ろ
・
問
合
せ
先

ゆ
う
ゆ
う
プ
ラ
ザ（
日
下
）

０
７
２（
９
８
６
）９
２
８
４
、

�
０
７
２
（
９
８
６
）
９
２

９
３夏

休
み

子
ど
も
フ
ェ
ス
タ

◇
と
き

８
月
１８
日
�
午

後
１
時
〜
４
時

◇
対
象

小
学
生
以
下
の

子
ど
も

※
保
護
者
同
伴
可
。

◇
定
員

１
０
０
人
（
当

日
先
着
順
）

◇
内
容

紙
芝
居
、
バ
ス

ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
、
ヒ
ッ
プ
ホ

ッ
プ
ダ
ン
ス
、
ダ
ー
ツ
、
手

作
り
お
も
ち
ゃ
、
バ
ル
ー
ン

ア
ー
ト
な
ど

◇
と
こ
ろ
・
問
合

せ
先

や
ま
な
み
プ
ラ
ザ（
四

条
）

０
７
２
（
９
８
８
）

３
１
０
７
（
�
兼
用
）

夏
休
み
親
子

防
災
学
習
ツ
ア
ー

防
災
に
つ
い
て
家
族
で
楽

し
く
学
び
ま
せ
ん
か
。
消
防

車
に
乗
っ
た
り
、
放
水
体
験

を
し
た
り
、
消
防
局
防
災
学

習
セ
ン
タ
ー
を
見
学
し
た
り

し
ま
す
。

◇
と
き

８
月
９
日
	
・

１０
日
�
午
後
２
時
〜
４
時
３０

分
（
受
付
は
午
後
１
時
３０
分

か
ら
）

◇
対
象

小
学
生
と
そ
の

保
護
者

◇
定
員

各
１５
組
（
申
込

先
着
順
）

◇
持
ち
物

飲
み
物
、
タ

オ
ル◇

申
込
方
法

７
月
１７
日

�
〜
８
月
２
日
	
に
電
話
で

（
フ
ァ
ク
ス
、
直
接
も
可
）

※
月
曜
日
は
休
館
。

◇
と
こ
ろ
・
申
込
み
・
問
合

せ
先

消
防
局
防
災
学
習
セ

ン
タ
ー

０
７
２（
９
６
６
）

９
９
９
８
、
�
０
７
２
（
９

６
６
）
９
９
９
０

星
と
友
だ
ち
に
な
ろ
う

ド
リ
ー
ム
２１
の
教
室

【
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
操
作

体
験
教
室
】

◇
と
き

８
月
１５
日
�
・

１６
日
	
午
後
１
時
〜
３
時
３０

分
※
２
日
と
も
同
じ
内
容
。

◇
と
こ
ろ

ド
リ
ー
ム
２１

◇
対
象

小
学
校
３
年
生

〜
中
学
生
の
子
ど
も

◇
定
員

各
８
人（
市
内
在

住
・
在
学
を
優
先
し
て
抽
選
）

◇
料
金

５
０
０
円

【
夏
休
み
星
空
た
ん
け
ん

隊
】◇

と
き

８
月
２４
日
�
・

２５
日
�
午
後
２
時
〜
４
時
、２７

日
�
〜
２８
日
�（
１
泊
２
日
）

※
２５
日
午
後
６
時
か
ら
ド

リ
ー
ム
２１
で
星
空
観
察
も
し

ま
す
。

◇
と
こ
ろ

ド
リ
ー
ム

２１
、
星
の
く
に
（
奈
良
県
五

條
市
）

◇
対
象

全
日
程
参
加
で

き
る
小
学
校
４
年
生
〜
中
学

生
の
子
ど
も

◇
定
員

２０
人
（
市
内
在

住
・
在
学
を
優
先
し
て
抽
選
）

◇
料
金

５
５
０
０
円

【
星
を
み
る
会
】

月
や
金
星
・
土
星
・
夏
の

星
座
を
観
察
し
ま
す
。

◇
と
き

８
月
１７
日
�
午

後
６
時
３０
分
〜
８
時
３０
分

※
雨
天
・
曇
天
時
は
プ
ラ

ネ
タ
リ
ウ
ム
行
事
の
み
。
小

学
生
以
下
の
み
の
参
加
不
可
。

◇
と
こ
ろ

ド
リ
ー
ム
２１

※
申
込
不
要
。

◇

◇

◇
申
込
方
法

往
復
ハ
ガ
キ

（
１
人
１

枚
ま
で
）
に
教
室
名
（
プ
ラ

ネ
タ
リ
ウ
ム
操
作
は
希
望
日

も
）、
住
所
、
氏
名
、
学
校
名
、

学
年
（
星
空
た
ん
け
ん
隊
は

生
年
月
日
、
性
別
も
）、
電
話

番
号
を
書
い
て
７
月
３０
日
�

（
必
着
）
ま
で
に
郵
送
（
Ｅ

メ
ー
ル
も
可
）

◇
申
込
み
・
問
合
せ
先

〒

５７８
―

０
９
２
３
松
原
南
２
―

７

―

２１

ド
リ
ー
ム
２１

０
７
２

（
９
６
２
）
０
２
１
１
、
�

０
７
２（
９
６
２
）０
８
１
０
、

Ｅ
メ
ー
ルk

y
o
s
itu
@
d

rea
m
2
1
.h
ig
a
s
h
io
s

a
k
a
.o
s
a
k
a
.jp

都
市
部
の
気
温
が
郊
外
に

比
べ
て
高
く
な
る
ヒ
ー
ト
ア

イ
ラ
ン
ド
現
象
を
緩
和
す
る

た
め
、
市
役
所
本
庁
舎
と
府

立
中
央
図
書
館
で
、
雨
水
や

工
業
用
水
な
ど
を
使
用
し
、

日
本
の
伝
統
文
化
で
あ
る
打

ち
水
を
行
い
ま
す
。

当
日
は
、「
ト
ラ
イ
く
ん
」

な
ど


ゆ
る
キ
ャ
ラ
�

�
も
参

加
し
ま
す
。
ま
た
、
通
天
交

響
楽
団
と
二
代
目
ビ
リ
ケ
ン

さ
ん
に
よ
る
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー

ト
、地
球
温
暖
化
や
ヒ
ー
ト
ア

イ
ラ
ン
ド
対
策
に
関
す
る
ゲ

ー
ム（
人
間
環
境
ス
ゴ
ロ
ク
、

ク
イ
ズ
ラ
リ
ー
）、
工
作（
エ

コ
バ
ッ
グ
、ブ
ン
ブ
ン
ゼ
ミ
、

水
鉄
砲
）、展
示
な
ど
楽
し
い

催
し
も
行
い
ま
す
。
う
ち
エ

コ
診
断
で
我
が
家
の
エ
コ
度

を
調
べ
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

ぜ
ひ
、
お
越
し
く
だ
さ
い
。

◇
と
き

８
月
３
日
�
午

後
１
時
〜
４
時
（
打
ち
水
は

午
後
３
時
３０
分
か
ら
）

※
打
ち
水
の
み
雨
天
中
止
。

気
象
状
況
な
ど
に
よ
り
ほ
か

の
催
し
も
中
止
す
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。

◇
と
こ
ろ

市
役
所
本
庁

舎
、
府
立
中
央
図
書
館

◇
持
ち
物

ペ
ッ
ト
ボ
ト

ル
、
バ
ケ
ツ
な
ど

※
ブ
ン
ブ
ン
ゼ
ミ
・
水
鉄

砲
作
り
（
２
０
０
円
。
申
込

先
着
５０
人
）
は
府
立
中
央
図

書
館（
０
６
―

６
７
４
５
―

０
１

７
０
）
へ
、
う
ち
エ
コ
診
断

は
府
み
ど
り
公
社
（
０
６
―

６
２
６
６
―

１
２
７
１
）へ
事

前
に
問
合
せ
が
必
要
で
す
。

◇
問
合
せ
先

環
境
企
画

課

０
６（
４
３
０
９
）３
１

９
８
、
�
０
６（
４
３
０
９
）

３
８
１
８

夏
休
み
を
利
用
し
て
、
親

子
で
新
し
い
こ
と
に
チ
ャ
レ

ン
ジ
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

【
集
ま
れ
�
キ
ッ
ズ
・
ワ

ン
ダ
ー
ラ
ン
ド
】

◇
と
き
・
内
容

▽
８
月

２０
日
�
�
幼
児
用
ト
ラ
ン
ポ

リ
ン

▽
２７
日
�
�
手
作
り

工
作☆

い
ず
れ
も
午
前
１０
時
３０

分
〜
正
午

◇
対
象

未
就
園
児
と
そ

の
保
護
者
ま
た
は
祖
父
母

◇
定
員

１０
組
（
抽
選
）

【
キ
ッ
ズ
ダ
ン
ス
・
ア
カ

デ
ミ
ー
】

ダ
ン
ス
の
ス
テ
ッ
プ
や
ス

ト
レ
ッ
チ
法
を
通
し
て
、
可

能
性
を
広
げ
て
み
ま
せ
ん
か
。

◇
と
き

７
月
３１
日
�
午

後
１
時
３０
分
〜
３
時

◇
対
象

小
学
生
、
中
学

生
◇
定
員

２０
人
（
抽
選
）

【
親
子
パ
ソ
コ
ン
講
座
〜

オ
リ
ジ
ナ
ル
バ
ッ
グ
を
作
ろ

う
】パ

ソ
コ
ン
を
使
っ
て
、
エ

コ
バ
ッ
グ
を
作
り
ま
す
。
子

ど
も
だ
け
の
参
加
も
可
。

◇
と
き

８
月
３
日
�
午

後
１
時
３０
分
〜
３
時
３０
分

◇
定
員

６
組
（
抽
選
）

◇
料
金

１
組
１
０
０
０

円
【
ダ
ン
ス
パ
フ
ォ
ー
マ
ー

に
な
ろ
う
�
】

世
界
ダ
ン
ス
大
会
で
優
勝

し
た
府
立
今
宮
高
校
ダ
ン
ス

部
の
メ
ン
バ
ー
が
、
ダ
ン
ス

パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
披
露
し
、

ダ
ン
ス
部
顧
問
が
ダ
ン
ス
ワ

ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
し
ま
す
。

◇
と
き

８
月
２４
日
�
午

後
２
時
３０
分
〜
３
時
３０
分

◇
定
員

５０
人
（
抽
選
）

【
子
ど
も
音
楽
家
に
よ
る

夢
を
か
な
え
る
コ
ン
サ
ー
ト
】

音
楽
家
を
め
ざ
す
子
ど
も

た
ち
に
よ
る
コ
ン
サ
ー
ト
で

す
。◇

と
き

９
月
１
日
�
午

後
３
時
〜
４
時
３０
分

◇
定
員

２０
人
（
抽
選
）

【
１
日
ボ
ー
イ
ス

カ
ウ
ト
体
験
入
隊
】

楽
し
い
ゲ
ー
ム
や

ク
ラ
フ
ト
な
ど
で
、

隊
員
活
動
を
体
験
し

ま
す
。

◇
と
き

９
月
８

日
�
午
前
１０
時
〜
正

午
◇
対
象

５
歳
以
上
の
子

ど
も◇

定
員

３０
人
（
抽
選
）

【
親
子
で
う
ど
ん
打
ち
名

人
に
挑
戦
】

本
格
的
な
う
ど
ん
作
り
に

挑
戦
し
ま
す
。

◇
と
き

８
月
２５
日
�
午

前
１０
時
〜
午
後
１
時
３０
分

◇
対
象

小
学
校
３
年
生

以
上
の
子
ど
も
と
そ
の
保
護

者
ま
た
は
祖
父
母

◇
定
員

１０
組
（
抽
選
）

◇
料
金

１
組
１
５
０
０

円
◇
持
ち
物

エ
プ
ロ
ン
、

三
角
巾
、
手
ふ
き
、
筆
記
用

具

◇

◇

◇
申
込
方
法

往
復
ハ
ガ

キ
（
１
枚
に
１
講
座
の
み
）

に
講
座
名
、
住
所
、
子
ど
も

と
保
護
者
の
氏
名
（
ふ
り
が

な
も
）、
学
校
名
、
学
年
、
電

話
番
号
を
書
い
て
７
月
２６
日

	
（
必
着
）
ま
で
に
郵
送

◇
と
こ
ろ
・
申
込
み
・
問
合

せ
先

〒
５７８
―

０
９
２
５
稲
葉

４
―

１
―

３

文
化
会
館
内
中

公
民
館

０
７
２（
９
６
５
）

１
５
０
２
（
�
兼
用
）

日
新
高
校
で
は
、
市
民
の

た
め
の
「
山
の
端
市
民
公
開

講
座
」
を
開
講
し
ま
す
。
ぜ

ひ
、
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

【
漢
詩
を
中
国
語
で
う
た

お
う
】

「
辺
塞
詩
人
」
五
言
絶
句

を
分
析
し
時
代
背
景
と
と
も

に
味
わ
い
ま
す
。

◇
と
き

７
月
２５
日
�
〜

３１
日
�
午
前
１０
時
〜
１１
時（
土

・
日
曜
日
を
除
く
計
５
日
間
）

◇
対
象

中
国
語
の
発
音

の
基
礎
が
で
き
る
方

◇
定
員

１０
人
（
抽
選
）

【
涼
を
楽
し
む
茶
道
体
験
】

和
室
で
の
日
本
式
礼
法
を

学
び
な
が
ら
、
涼
を
よ
ぶ
夏

の
お
茶
を
楽
し
み
ま
せ
ん
か
。

◇
と
き

７
月
２５
日
�
午

後
２
時
〜
３
時
３０
分

◇
対
象

小
学
生
以
上
の

方

※
小
学
生
は
保
護
者
同
伴
。

◇
定
員

６
人
（
抽
選
）

【
声
に
出
し
て
読
む
漢
文
】

「
論
語
」「
大
学
」
な
ど
の

漢
文
を
声
に
出
し
て
読
み
、

味
わ
い
ま
す
。

◇
と
き

７
月
２５
日
�
午

後
２
時
〜
３
時
３０
分

◇
対
象

小
学
生
以
上
の

方
◇
定
員

２０
人
（
抽
選
）

【
英
会
話
を
楽
し
む
】

本
校
外
国
人
英
語
指
導
助

手
と
英
会
話
を
し
ま
せ
ん
か
。

◇
と
き

７
月
３１
日
�
〜

８
月
２
日
	
午
前
１０
時
〜
１１

時
（
計
３
日
間
）

◇
定
員

３０
人
（
抽
選
）

【
吹
奏
楽
を
楽
し
も
う
】

本
校
吹
奏
楽
部
の
生
徒
と

楽
器
を
演
奏
し
ま
せ
ん
か
。

◇
と
き

８
月
６
日
�
・

７
日
�
午
前
９
時
〜
正
午（
計

２
日
間
）

◇
定
員

１５
人
（
抽
選
）

※
楽
器
の
貸
出
し
あ
り
。

【
絵
て
が
み
】

野
菜
や
果
物
な
ど
を
描
き

言
葉
を
添
え
ま
す
。

◇
と
き

８
月
２７
日
�
〜

３０
日
	
午
後
２
時
〜
４
時（
計

４
日
間
）

◇
定
員

１０
人
（
抽
選
）

◇

◇

◇
申
込
方
法

往
復
ハ
ガ

キ
に
講
座
名
（
吹
奏
楽
は
希

望
楽
器
名
も
）、住
所
、氏
名
、

電
話
番
号
を
書
い
て
７
月
１９

日
	
（
必
着
）
ま
で
に
郵
送

◇
と
こ
ろ
・
申
込
み
・
問

合
せ
先

〒
５７９
―

８
０
０
３
日

下
町
７
―

９
―

１１

日
新
高
校

山
の
端
市
民
公
開
講
座
事
務

局

０
７
２（
９
８
５
）５
５

５
１
、
�
０
７
２（
９
８
５
）

３
２
７
６

夏
休
み
ミ
ニ
セ
ミ
ナ
ー

ち

う
ね

勇
気
の
人
杉
原
千
畝

ナ
チ
ス
の
迫
害
か
ら
逃
れ

る
ユ
ダ
ヤ
難
民
に
、
外
交
官

の
杉
原
千
畝
さ
ん（
写
真
上
）

は
日
本
通
過
の
許
可
証
（
ビ

ザ
）
を
出
し
、
６
０
０
０
人

も
の
命
を
助
け
ま
し
た
。

「
第
二
次
世
界
大
戦
中『
命

の
ビ
ザ
』
を
発
給
し
た
杉
原

さ
ん
の
勇
気
あ
る
行
動
」
を

テ
ー
マ
に
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ホ

ロ
コ
ー
ス
ト
教
育
資
料
セ
ン

タ
ー
代
表
の
石
岡
史
子
さ
ん

が
、
ク
イ
ズ
や
ビ
デ
オ
を
交

え
て
講
演
し
ま
す
。

◇
と
き

８
月
３
日
�
午

後
１
時
３０
分
〜
３
時

◇
と
こ
ろ

市
役
所
本
庁

舎
１８
階
大
会
議
室

◇
定
員

７０
人
（
申
込
先

着
順
）

※
１
歳
６
か
月
〜
就
学
前

幼
児
の
保
育
と
手
話
通
訳
あ

り
。◇

申
込
方
法

行
事
名
、

氏
名
、
電
話
番
号
、
保
育
の

有
無
（
必
要
な
場
合
は
子
ど

も
の
氏
名
と
年
齢
も
）、手
話

通
訳
の
有
無
を
７
月
１６
日
�

〜
２７
日
�
に
電
話
で
（
フ
ァ

ク
ス
、
Ｅ
メ
ー
ル
、
直
接
も

可
）平

和
資
料
展

勇
気
の
人
・
杉
原
千
畝
さ

ん
に
救
わ
れ
た
３０
人
の
話
を

も
と
に
作
ら
れ
た
パ
ネ
ル
な

ど
を
展
示
し
ま
す
。

◇
と
き

７
月
３０
日
�
〜

８
月
１１
日
�
午
前
９
時
〜
午

後
７
時（
土
・
日
曜
日
は
午
後

５
時
ま
で
、月
曜
日
は
休
館
）

◇
と
こ
ろ

府
立
中
央
図

書
館
展
示
コ
ー
ナ
ー

原
爆
体
験
の
話

市
内
在
住
の
原
爆
被
害
者

が
当
時
の
体
験
を
語
り
ま
す
。

◇
と
き

７
月
３１
日
�
・

８
月
１０
日
�
午
前
１１
時
か
ら

◇
と
こ
ろ

府
立
中
央
図

書
館
お
は
な
し
の
へ
や

◇
定
員

各
５０
人
（
当
日

先
着
順
）

ア
ニ
メ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

「
火
の
海
・
大
阪
」

「
お
ま
え
う
ま
そ
う
だ
な
」

１
９
４
５
年
の
大
阪
大
空

襲
で
多
く
の
尊
い
命
が
奪
わ

れ
ま
し
た
。
実
話
を
も
と
に

し
て
作
ら
れ
た
ア
ニ
メ
「
火

の
海
・
大
阪
」
と
、
肉
食
恐

竜
と
草
食
恐
竜
が
親
子
�
大

自
然
の
中
の
や
さ
し
い
出
会

い「
お
ま
え
う
ま
そ
う
だ
な
」

（
写
真
下
）を
上
映
し
ま
す
。

※
申
込
不
要
。

◇
と
き

７
月
２６
日
	
午

前
１０
時
〜
１１
時
３５
分
・
午
後

１
時
３０
分
〜
３
時
４０
分
（
い

ず
れ
も
開
場
は
３０
分
前
）

※
午
前
は
「
お
ま
え
う
ま

そ
う
だ
な
」
の
み
、
午
後
は

２
本
と
も
上
映
。

◇
と
こ
ろ

市
民
会
館
市

民
ホ
ー
ル

※
１
歳
６
か
月
〜
就
学
前

幼
児
の
保
育
あ
り
（
７
月
１９

日
	
ま
で
に
要
申
込
み
）。

◇

◇

◇
申
込
み
・
問
合
せ
先

人

権
啓
発
課

０
６（
４
３

０
９
）
３
１
５
６
、
�

０
６（
４
３
０
９
）３
８

２
３
、
Ｅ
メ
ー
ルjin

k
en
k
eih
a
ts
u
@

city
.
h
ig
a
s
h
io
s

a
k
a
.lg
.jp

第２次世界大戦終戦から６８度目の夏を迎
えました。平和は全世界共通の願いです。
市では、戦争の悲惨さや平和と生命、人
権の尊さを考えるため、「平和のつどい」を
開催します。
家族そろってお越しください。

日新高校
マスコット
キャラクター
「ひにアラタ」

日

新

高

校

山
の
端
市
民
公
開
講
座

平和のつどい

生命の尊さを考える

ピースウィーク

��ＮＮＰＰＯＯ杉杉原原千千畝畝命命ののビビザザ

打ち水大作戦２０１３

をコエ伝統文化で

中
公
民
館

夏
休
み
親
子
体
験

レ
ッ
ツ
�
チ
ャ
レ
ン
ジ
講
座

（６）平成２５年７月１５日ラ グ ビ ー の ま ち 東 大 阪平成２５年７月１５日（７）

mailto:jinkenkeihatsu@city.higashiosaka.lg.jp
mailto:kyositu@dream21.higashiosaka.osaka.jp
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栄
養
成
分
表
示
店
プ
レ
ー
ト

募集のつづき

外食栄養成分表示の店

メニュー

の 栄 養 価

（エネルギ

ーや食塩量

な ど ５ 項

目）を表示

する飲食店
そうざい

や惣菜販売

店などを募

集しています。栄養価計算などはお手

伝いしますので、ぜひご応募くださ

い。

また、「おすすめ�わが店のヘルシー
メニュー２０１３人気コンテスト」の参加

店も募集しています。くわしくはお問

合せください。

�問健康づくり課 ０７２（９６０）３８０２、�
０７２（９６０）３８０９

宅 建 相 談

�時７月２３日�午前１０時～午後２時
�所市役所本庁舎１階相談室 �定１０人（当
日先着順） �内不動産に関すること
�問市政情報相談課 ０６（４３０９）３１０４、

�０６（４３０９）３８０１

多重債務（借金問題）
法 律 相 談

借金の返済や多重債務などの相談に

弁護士が応じます。 �時７月２３日�午
後１時～４時 �対市内在住の方 �定６
人（申込先着順）

�所�申�問消費生活センター ０７２（９６５）

０１０２、�０７２（９６２）９３８５

中学校卒業程度認定試験
１０月２８日に実施

やむを得ない理由で義務教育を修了

できなかった方を対象に、中学校卒業

程度の学力を認定する試験を行います。

合格すると高等学校の入学資格を得る

ことができます。 試験日 １０月２８日

� �所エル・おおさか（大阪府立労働
センター） 試験科目 国語、社会、

数学、理科、英語 �申大阪府教育委員
会小中学校課で配布する願書に必要事

項を書いて８月２８日�～９月１３日�（消
印有効）に郵送

�申〒１００―８９５９東京都千代田区霞が関３―
２―２ 文部科学省

�問学事課 ０６（４３０９）３２７１、�０６（４３０９）
３８３８

現況届の提出はお済みですか
児童手当・特例給付

児童手当・

特例給付の現

況届の提出期

限は６月２８日

でした。児童

手当を今年５

月まで受給し

ていた方は、児童手当・特例給付現況

届の提出が必要です（６月６日に送付

済み）。早急に郵送するか、国民年金課

または行政サービスセンターに提出し

てください。

現況届の提出がない場合、６月分以

降の支給がいったん停止となりますの

でご注意ください。

�問国民年金課 ０６（４３０９）３１６５、�０６
（４３０９）３８０５

固定資産税・都市計画税第２期分
納期限は７月３１日

固定資産税・都市計画税第２期分の

納期限は７月３１日�です。納期限まで
に市税取扱金融機関や郵便局またはコ

ンビニエンスストア（バーコードの印

字されている納付書に限る）で納めて

ください。また、口座振替を利用して

いる方は、預金残高を確認してくださ

い。なお、納付書を紛失した場合は再

発行しますので、ご連絡ください。

�問納税課 ０６（４３０９）３１４８、�０６（４３０９）
３８０８

市民バレーボール大会抽選会

８月１１日�に東大阪アリーナで、１７
日�に東体育館で開催するバレーボー
ル大会の組合せ抽選会を行います。

�時８月２日�午後７時１５分から（受付は
午後７時から） �所市民会館大集会室
�対市内在住・在勤（いずれか）の方（高
校生以下を除く） �内９人制（一般女子、
ママさん、シニア） �料１組３，０００円
�問�市バレーボール協会「松澤」

０７２（９６３）６０２１ �青少年スポーツ室
０６（４３０９）３２８２、�０６（４３０９）３８３５

公的個人認証サービス
電子証明書発行などを休止

７月２９日�・３０日�の２日間、公的
個人認証サービス認証局の電子証明書

発行・サービスが停止することに伴い、

窓口での電子証明書の発行および失効

業務を実施することができません。た

だし、受付窓口端末を用いたパスワード

の変更・初期化・ロックの解除、鍵ペ

ア生成装置を用いた鍵ペアおよび電子

証明書の消去、�Ｃカード診断について
は通常どおり実施することが可能です。

�問市民総務室 ０６（４３０９）３１６０、�０６
（４３０９）３８１２

住工共生のまちづくりに向けて
製造業事業所などを立地調査

市では、「住工共生のまちづくり条例」

を４月に施行しました。これに伴う施

策として、製造業事業所などの立地調

査を行います。

調査員が事業所の立地確認とアンケ

ートのため７月から９月にかけて訪問

することがあります。調査員証を提示

したうえで調査を行いますので、協力

をお願いします。

�問モノづくり支援室 ０６（４３０９）３１７７、

�０６（４３０９）３８４６

東大阪アリーナのご利用を
室内プール・トレーニングルーム

【７月・８月は休まず営業】
７月と８月は休館日なしで営業して

います。営業時間は午前９時～午後９

時です。ぜひ、ご利用ください。

【プールの臨時休館】
７月２７日�は水泳大会開催のため、
終日プールの一般利用ができません。

【室内プールの利用料金を変更】
７月１日�から８月３１日�までプー

ルの個人料金を次のとおり変更してい

ます。 �料�一般	２時間まで５００円
（超過料金３０分１００円） �中学生以下
の方	２時間まで２５０円（超過料金３０分
５０円） ※小学校３年生以下の方は保

護者同伴。大きな浮具やビーチボール

などの遊具類は使用できません。

◇ ◇

�問東大阪アリーナ ０６（６７２６）１９９５、

�０６（６７２６）１９９４

弁護士による法律相談
【本庁市民相談室】１週間前から電話

で予約受付。月・水・金曜午後１時～４

時、第２火曜午後５時～８時 ０６（４３０９）

３１０４、�０６（４３０９）３８０１
【巡回法律相談・リージョンセンター】
１週間前から電話で予約受付。いずれも

午後１時～４時 ０６（４３０９）３１０４、�０６
（４３０９）３８０１（本庁市民相談室） �日下
	奇数月の第２火曜�四条	第２・４木
曜�中鴻池	偶数月の第４火曜�若江岩
田駅前	第１・３木曜�楠根	偶数月の
第２火曜�布施駅前	第１・３火曜�近
江堂	奇数月の第４火曜
司法書士による相談
【本庁市民相談室】第３木曜午後２時

～３時３０分（当日先着８人） ０６（４３０９）

３１０４、�０６（４３０９）３８０１
行政書士による相談
【本庁市民相談室】相続、遺言の作成

など。第１火曜午後１時～４時で予約不

要 ０６（４３０９）３１０４、�０６（４３０９）３８０１
消費生活相談
【消費生活センター】月～金曜午前９

時３０分～午後４時（来所相談は予約制）

０７２（９６５）０１０２、�０７２（９６２）９３８５

人権法律相談
いずれも午後１時～４時で予約制 �

第２火曜（荒本人権文化センター）	０６
（６７８８）７４２４、�０６（６７８８）２４５６�第４火
曜（長瀬人権文化センター）	０６（６７２０）
１７０１、�０６（６７２９）９１７１
教育・子育て相談など
【教育センター（教育・発達）】月～金
曜、土曜（月２回。要問合せ）午前９時～

午後５時３０分で予約制 ０６（６７２７）０１１３、

�０６（６７２９）８２６１
【子どもの悩み相談（保護者・市民専
用）】月～土曜午前９時～午後９時（土曜
は午後５時まで） ０６（６７８２）７８６７

【いじめ・悩み１１０番（子ども専用）】
月～土曜午前９時～午後９時（土曜は午

後５時まで） ０６（６７３２）０１１０

【すこやかテレホン】月～金曜午前１０
時～午後４時 ０６（６７２１）９１７４、�０６（６７２１）
９８７４ ※メールでの相談も可。くわしくは

青少年補導センターホームページをご覧

ください。

【子育て相談ダイヤル】２４時間３６５日対
応 ０７２（９６１）０１７８（�兼用）
【子育て支援センター】�来所相談（予
約制）	月曜（鴻池）、水曜（あさひっこ）、
木曜（長瀬、荒本）午前９時３０分～午後

４時�電話相談	月～土曜午前９時～午
後５時３０分 ０６（６７４８）８２５２、�０６（６７４３）
０５７７（鴻池）・０７２（９８０）８８７１、�０７２（９８５）
１０５５（あさひっこ、月曜日は休館）・０６

（６７２８）１８００、�０６（６７２８）２４１３（長瀬）・
０６（６７８８）１０５５、�０６（６７８８）２５９７（荒本）

そう だん

よみかき相談
げつ きんよう ご ぜん じ ご ご じ ぷん

月～金曜午前９時～午後５時３０分 ０６
ファクス しゃかいきょういく

（４３０９）３２７９、�０６（４３０９）３８３５（社会教育
か

課）

医療相談
【地域健康企画課】医療機関利用のた

めの相談。月～金曜午前１０時～午後４時

０７２（９６０）３８０１、�０７２（９６０）３８０６
【市立総合病院患者家族相談室】健康
上の不安や悩みなどの相談。午前８時３０

分～午後４時で予約制 ０６（６７８１）５１０１、

�０６（６７８１）２２７１
【救急安心センターおおさか】病気、

ケガ、応急手当の方法など。２４時間３６５日

対応 ＃７１１９または０６（６５８２）７１１９

交通事故相談
【交通対策室】月・火・水・金曜午前
９時～午後４時で予約制 ０６（４３０９）３２２３、

�０６（４３０９）３８３６
女性のための相談
【イコーラム】予約と電話相談は月曜
が祝日の場合は実施し、翌火曜が休館

�面接相談（予約制）	火・木・土曜（５
週目を除く）午前１０時～正午・午後１時

～４時（第４火曜は午後６時～８時も。

休館の場合第３火曜）０７２（９６０）９２０５、�
０７２（９６０）９２０８�電話相談	火～日曜午
前１０時～午後５時 ０７２（９６０）９２０６、�
０７２（９６０）９２０８�労働相談（予約制）	第
２土曜午後１時３０分～４時２０分 ０７２（９６０）

９２０５、�０７２（９６０）９２０８�法律相談（予約
制）	原則第１水曜午後１時～４時 ０７２

（９６０）９２０５、�０７２（９６０）９２０８

男性のための電話相談
第１土曜午後１時～５時、第３水曜午

後７時～９時 ０７２（９６６）５００２

若者の自立・就労相談
【本庁市民相談室】青年の就労や自立

あっせん

のための相談。職業紹介や斡旋は行いま

せん。第４木曜午後２時～５時 ０６（６７８７）

２００８、�０６（６７８７）２０１８（東大阪若者サポ
ートステーション）

パート・労働問題の相談
職業紹介や斡旋は行いません。�月～

金曜午前９時～午後４時（労働雇用政策

室）	０６（４３０９）３１７９、�０６（４３０９）３８４６
�月・水・金・土・日曜午前９時～午後
５時※土・日曜は月・水・金曜に要予約

（ユトリート東大阪）	０６（６７２１）６０００、
�０６（６７２１）１２１２
就職が困難な方の雇用・就労相談
【就労支援センター】職業紹介や斡旋

は行いません。いずれも月～金曜午前９

時～午後４時 �永和	０６（６７８８）４５８０、
�０６（６７８８）４５５５�意岐部	０６（６７８４）５８１１、
�０６（６７８４）５８２２�長瀬	０６（６７２７）１９２０、
�０６（６７２７）１９２５
福祉なんでも相談
【市民プラザ】コミュニティソーシャ
ルワーカーが相談に応じます。いずれも

午後１時３０分～４時で予約不要 ０６（４３０９）

３１８１、�０６（４３０９）３８１５（福祉企画課） �日
下	第３水曜日�四条	第１火曜日�中
鴻池	第１金曜日�若江岩田駅前	第１
月曜日�楠根	第３木曜日�布施駅前	
第１水曜日�近江堂	第１木曜日

※いずれも無料。休日と祝日は行
いません（子育て相談ダイヤルを
除く）。

定定 例例 相相 談談

（８）平成２５年７月１５日東 大 阪 市 政 だ よ り
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グリーンパル寄席

�時８月４日�午後１時３０分～３時３０
分 �対市内在住・在勤（いずれか）の
方 �定２００人（当日先着順） �内天満天
神の会による落語会、天満天神繁昌亭

による落語家入門講座

�所�問グリーンパル（中鴻池）０６（６７４７）
１５９２、�０６（６７４４）２７４８

うたごえ広場

�時８月１７日�午後２時～３時３０分
�対市内在住・在勤・在学（いずれか）
の方 �定４０人（抽選） �料２００円 �持
飲み物 �申往復ハガキに行事名、住所、
氏名、電話番号を書いて８月９日�（必
着）までに郵送

�所�申�問〒５７９―８０５４南四条町１―７ やま

なみプラザ（四条） ０７２（９８８）３１０７

（�兼用）

くすのき寄席

�時９月２８日�午後１時３０分から（開
場は午後１時） �所イコーラム（男女
共同参画センター） �対市内在住・在
勤（いずれか）の方 �定２４４人（申込先
着順） �内�林家染雀さんと桂あやめ
さんによる落語 �内海英華さんによ
る女道楽 �生駒家一夫さんによる河
内音頭 �幸助・福助さん、姉様キン
グスさんによる漫才 �料８００円 ※８月

１日�からくすのきプラザ（若江岩田
駅前）で発売。当日券はありません。

�申�問くすのきプラザ ０７２（９６７）６５６５

（�兼用）

市民グラウンドゴルフ大会

�時９月７日�午前８時５０分から �所
吉田春日グラウンド �対市グラウンド
ゴルフ協会登録者以外の市内在住・在

勤（いずれか）の方 �定６０人（申込先
着順） �料３００円 �申８月８日�午前９
時３０～１１時３０分に市民会館４会議室へ

料金を持って直接

�申�問�市グラウンドゴルフ協会「金
光」 ０７２（９８７）１８３４ �青少年スポー
ツ室 ０６（４３０９）３２８２、�０６（４３０９）３８３５

古典芸能を楽しむ
東大阪東西狂言会

人間国宝の

野村万作さん

をはじめ、東

西の名だたる

狂言師による

伝統芸能をお

楽しみくださ

い。

�時９月１２日�午後６時～８時３０分（開
場は午後５時） �所市民会館市民ホー
ル ※駐車場はありません。 �定１，５００
人（市内在住・在勤・在学〈いずれか〉

ろ れん

の方を優先して抽選） �内�「呂蓮」�
野村万作さん、深田博治さん、高野和

ふみにない

憲さん �「文荷」�茂山千五郎さん、
じ

茂山千三郎さん、茂山茂さん �「磁
しゃく

石」�茂山七五三さん、茂山逸平さん、
網谷正美さん �大蔵流狂言師の木村
正雄さんによる狂言解説 �申往復ハガ
キ（１枚に２人まで）に公演名、申込

人数、住所・氏名（返信用にも）、電話

番号、市外在住の方は「在勤」「在学」

の区分を書いて８月８日�（必着）ま
でに郵送

�申�問〒５７７―０８０９永和２―１―１ 市民会館

０６（６７２２）９００１、�０６（６７２２）９００７
�問文化国際課 ０６（４３０９）３１５５、�０６

（４３０９）３８２３

嘱託看護師

市立保育所で働く嘱託看護師を募集

します。 �対看護師の免許を取得してい
る方 �申履歴書（写真貼付）に必要事項
を書き、看護師証の写しを添えて直接

�申�問保育課 ０６（４３０９）３１９６、�０６
（４３０９）３８１７

指導・監査業務専門嘱託員

介護保険の施設や事業者への指導・

監査を行う専門嘱託員を募集します。

�対昭和２３年８月２日以降生まれで、ワ
ードやエクセルができ、介護支援専門

員・社会福祉士・社会福祉主事任用資

格（いずれか）の資格がある方 �定１
人 試験日 ７月２７日� �申応募用紙
に必要事項を書いて７月２４日�までに
直接 ※応募用紙は市ウェブサイトか

らダウンロード可。指導監査室施設課

でも配布。

�申�問指導監査室施設課 ０６（４３０９）

３３１５、�０６（４３０９）３８１３

環境を守るために呼びかけよう
ＥＣＯポスター

３Ｒ（ごみの減量・再使用・リサイク

ル）の推進、地球環境保全、環境美化に

関するポスター作品を募集します。

�対市内在学の小・中学生 規格 Ｂ版

４つ切りで縦横は自由 テーマ（例）
正しいごみの分け方・出し方、ものを大

切に使い長持ちさせる方法、無駄な電気

やガスの節約、再生可能エネルギーの活

用、不法投棄の禁止など �申９月１３日�
（必着）までに郵送または直接 ※くわ

しくは市ウェブサイトをご覧ください。

�申�問〒５７７―８５２１市役所循環社会推進課
０６（４３０９）３１９９、�０６（４３０９）３８１８

イコーラムのシンボルマーク

男女共同参画社会をめざす拠点施設

であるイコーラム（男女共同参画セン

ター）のわかりやすく親しみやすいシ

ンボルマークを募集します。シンボル

マークは、イコーラムが発行するパン

フレットやホームページなどで使用し

ていく予定です。 �対市内在住・在勤・
在学（いずれか）の方 規格 �紙の場
合は、Ａ４用紙縦で１５�×１５�内に
�データの場合は、ＪＰＥＧ形式また
はＥＰＳ形式で、画像サイズは５ＭＢ

以内に ※色数は自由。オリジナル・

未発表のものに限ります。１人で何点

でも応募可。 �申住所、氏名、年代、
職業または学校名、電話番号、作品の

説明（１００字以内）を書いた用紙を作品

に貼付して９月３０日	（消印有効）ま
でに郵送（直接またはＥメールも可）

�申�問〒５７８―０９４１岩田町４―３―２２―６００ イ

コーラム ０７２（９６０）９２０１、�０７２（９６０）
９２０７、�ikoramu@nifty.com

子ども・子育て会議委員

「子ども・子育て

会議」の市民委員を

公募します。この会

議は、地域の実情を

踏まえた「子ども・

子育て支援事業計画」

の策定や計画に基づ

く施策を総合的に推

進していくためのものです。任期は３

年で、会議は年５回程度（平日昼間）

の開催を予定しています。 �対�市内
で就学前の子どもを在宅で育てている

方 �市内保育所に通っている子ども
の保護者 �市内幼稚園に通っている
子どもの保護者 �市内小学校に通っ
ている子どもの保護者 �本市に届け
出ている子育てサークルの代表者 �
本市に届け出ている認可外保育施設の

代表者 �定各１人 �申応募用紙に必要
事項を書き、応募動機を８００字程度でま

とめたものを添えて７月２５日�（必着）
までに郵送または直接 ※応募用紙は

市ウェブサイトからダウンロード可。

�申�問〒５７７―８５２１市役所子ども家庭課
０６（４３０９）３１９４、�０６（４３０９）３８１７

生涯学習市民推進会議委員

市では、市民の皆さんの意見を生涯

学習推進活動に反映するため、生涯学

習市民推進会議を設けています。委員

改選にあたり、新しい委員を募集しま

す。任期は２年で、会議は年２回程度

（おもに平日午後）の開催を予定してい

ます。 �対市内在住・在勤・在学（いず
れか）の２０歳以上の方で、本市のほかの

審議会の委員に選任されていない方

�定若干名 �申応募用紙に必要事項を書
き、「生涯学習の魅力とは」をテーマに

４００字～８００字以内にまとめたものを添

えて７月２６日�午後５時（必着）までに
郵送（ファクス、Ｅメール、直接も可）

※応募用紙は市ウェブサイトからダウ

ンロード可。社会教育課でも配布。

�申�問〒５７７―８５２１市役所社会教育課 ０６

（４３０９）３２７９、�０６（４３０９）３８３５、�
shakyo@city.higashiosaka.lg.jp

雑誌や新聞広告で「無料提供」「必

ず願いがかなう」などとうたった開

運ブレスレットの記事を見て申し込
き とう

んだところ、「祈祷料・お布施代」と

いった代金を請求されたあげく、次々

と別の商品や祈祷などのサービスの

利用を迫ったり、返金保証付きであ

るにもかかわらず、返金に応じても

らえなかったりするなどの開運商法

に関する相談が増えています。

【事例１】「○○先生」という霊能
力のある人物とともに掲載された開

運グッズの新聞広告を見て、３か月

間返金保証付きのブレスレットを購

入した。効果がないので返金しても

らおうと思い業者に電話すると、顔

写真を送るように指示された。写真

を送ったところ業者から「写真鑑定

の結果、あなたに悪霊がついている

ことがわかった」と言われて不安に

なり、運気を改善するためにと勧め

られたパワーストーンを新たに購入

してしまった。

【事例２】雑誌広告で「宝くじで
高額当選」という体験談が掲載され

た数珠を注文した。商品到着後に悩

みごとを書いて送るようにと言われ

て送ったら「祈祷すれば運が開ける」

と言われ、請求されたお金を振り込

んでしまった。

◇ ◇

開運商法の広告には、霊能力者な

どを掲載し、その人物が念を込めて

いるかのような説明をしていたり、

「宝くじで高額当選」などの体験談

を複数掲載していたりします。「効果

がなければ返金します」と書かれて

いても、理由をつけて応じません。

その後も開運グッズとよばれる別の

商品や祈祷・除霊サービスなどを勧

め、お金を要求してきます。断ろう

としても、不安につけ込み脅迫めい

た言葉を並べて承諾するまで勧誘し

ます。

「無料」「返金保証」「必ず願いが

かなう」などのうたい文句は消費者

を引き寄せるためのキャッチフレー

ズにすぎず、必ず願いがかなうとい

う根拠はありません。消費者はお金

を払ったからといって運が開けるわ

けではないことを知り、不安をあお

るようなことを言われてもすぐに契

約に応じず、充分に検討しましょう。

購入する気がなければ、はっきりと

断ることが大切です。

�問消費生活センター ０７２（９６５）

０１０２、�０７２（９６２）９３８５

～緊急度レベル★★★★☆

悪質商法に要注意�
次々と開運グッズを売りつける

�時とき �所ところ �対対象 �定定員・定数 �内内容 �講講師
�料料金（表示のないものは無料） �持持ち物 �申申込方法・応募方法など
�申申込み先・応募先など �問問合せ先 �メールアドレス

記号の見方

ラ グ ビ ー の ま ち 東 大 阪平成２５年７月１５日（９）
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まなぶのつづき

ちょこっとレクチャー
ビデオな１日

「学びたい」という強い気持ちで夢を

つかんだ�８４歳の小学生�マルゲの実
話を描いた感動の映画「おじいさんと草

原の小学校」（字幕あり）を鑑賞します。

�時８月１８日�午前１０時～正午・午後
２時～４時 �対市内在住・在勤・在学
（いずれか）の方 �定各４０人（当日先
着順） ※１歳６か月～就学前幼児の

保育あり（定員各１０人で申込先着順。

１人２００円。８月１１日�までに要予約）。
�所�問イコーラム（男女共同参画センタ
ー） ０７２（９６０）９２０１、�０７２（９６０）９２０７

パソコン会計入門
日商簿記３級検定受験講座

�時９月７日～１２月７日の土曜日午前
１０時～午後４時（１１月１６日、２３日を除

く計１２日間） �所大栄教育システム梅
田校（大阪市北区） �対市内在住の母子
家庭の母または寡婦 �定３０人（抽選）
�料５，５００円 ※２歳～就学前幼児の保育

あり。 �申往復ハガキに講座名、受講
動機、以前受講した方はその講座名、

住所、氏名、年齢、職業、電話番号、

保育の有無を書いて８月７日�（消印
有効）までに郵送

�申�問〒５４０―００１２大阪市中央区谷町５―４
―１３ 谷町福祉センター内母子家庭等就

業・自立支援センター ０６（６７６２）９４９８、

�０６（６７６２）３７９６
�問子ども家庭課 ０６（４３０９）３１９４、�

０６（４３０９）３８１７

耐震セミナー
これからの豊かな住まいを考える

�時８月８日�午前１０時～正午 �対市
内在住の方 �定１００人（申込先着順）
�内住まいの耐震診断・バリアフリー・
省エネにかかる住宅改修のポイントや

悪徳業者対策など �申７月１６日�～８
月３日�に電話で（ファクス、直接も可）
�所�申�問角田総合老人センター ０７２

（９６２）８０１１、�０７２（９６３）２０２０

スポーツエリア花園クラブ
スポーツ教室

【サッカースクール】
�時�対毎週火曜日（祝日を除く）�午後
３時４５分～４時５５分	園児 �午後４
時～５時１５分	小学校低学年 �午後
４時１５分～５時３０分	小学校高学年
�所近鉄花園ラグビー場 �対東大阪市・
八尾市・柏原市（いずれか）に在住ま

たは在学の５歳～小学生の子ども �料
月４，５００円（年会費１，５００円が必要）

�申題名に「サッカースクール申込み」
と書き、氏名、年齢（学年）、電話番号

をＥメールで

�申�問�クラブマネージャー「梶田」
０８０（２４８３）７７９０ �スポーツエリア花
園クラブ �sa�hanazono@sn�osa
ka.com

【グラウンドゴルフ練習会】
�時毎週月・木曜日午前９時～１１時（祝
日を除く） �所花園中央公園 �対市内
在住の方 �料月１，０００円（年会費３，０００円
が必要）

�申�問�スポーツエリア花園クラブハ
ウス ０７２（９６２）８８８９（�兼用。月曜日
の午前１０時～午後１時のみ） �グラウ
ンドゴルフ担当「山中」０９０（５０１６）４４７３

◇ ◇

�問青少年スポーツ室 ０６（４３０９）３２８２、

�０６（４３０９）３８３５

東大阪市内の住宅はすべて、「けむ

り式」住宅用火災警報器の設置が義

務づけられています。寝室と寝室が

ある階の階段の上部に設置してくだ

さい。

住宅用火災警報器は、火災により

発生する煙や熱を感知して警報を鳴

らし、火災が起きたことを知らせる

器具です。寝ているとき、もし火災

が起こったらあなたは気づきますか。

住宅火災により亡くなった方の多く

は「逃げ遅れ」が原因です。住宅用

火災警報器を設置していると、火災

の早期発見が可

能となります。

「けむり式」住

宅用火災警報器

の設置がまだの

住宅は、設置し

てください。

住宅用火災警報器は、お近くの電

気店やホームセンターなどで販売し

ています。

くわしくは、消防局ウェブサイト

をご覧になるかお問合せください。

悪質な訪問販売にご注意�

住宅用火災警報器の設置義務化に

便乗した悪質な訪問販売が増加して

います。

消防局職員が訪問販売をしたり、

販売を業者に委託したりすることは

一切ありません。また、設置してい

なくても法律などで罰せられること

はありません。あやしいと思ったら

不用意にサインや押印をせず、きっ

ぱりと断ってください。

◇ ◇

�問消防局予防広報課 ０７２（９６６）

９６６３、�０７２（９６６）９６６９

鴻池子育て支援センター

【楽しくランチタイム】
保育所の給食を試食しながら、交流

します。 �時８月２日
午前１０時３０分
～正午 �対１歳６か月～３歳の未就園
児とその保護者 �定１０組（初参加者を
優先して抽選） �料１人１５０円 �持飲み
物、コップ、大人用の箸 �申７月１９日

午後１時３０分～５時に電話で
【感触遊び（片栗粉）おもしろいね】
�時８月９日
午前１０時～１１時３０分
�対１歳６か月以上の未就園児とその保
護者 �定１５組（申込先着順） �持着替
え、飲み物、タオル ※保護者も汚れ

てもよい服装で。 �申７月２６日
午後
１時３０分から電話で

【ホッと広場】
ボールプールやおもちゃ、絵本、パ

ズルなどで遊びます。 �時火・木・土
曜日午前９時３０分～午後４時（土曜日

は午前１１時３０分まで） �対就学前乳幼
児とその保護者 ※申込不要。

【子育て相談】
月曜日は発達相談員が応じます。来

所相談は電話で予約してください。

電話相談 月曜日～土曜日午前９時～

午後５時３０分

◇ ◇

�申�問鴻池子育て支援センター ０６

（６７４８）８２５１、�０６（６７４３）０５７７

長瀬子育て支援センター

【みんなで水遊び】
�時�対�定�７月２４日�、８月１６日
	
１歳以上の乳幼児とその保護者、各２５

組 �７月２９日�、８月９日
	１歳
児とその保護者、各２０組 �８月７日
�、１４日�	２歳以上の幼児とその保
護者、各２０組 ☆いずれも午前１０時～

１１時で申込先着順 ※兄弟姉妹は上の

子どもに合わせてください。 �持水着
または布パンツ（紙パンツは不可）

�申７月１６日�午後１時から電話で
【赤ちゃんタイム水遊び】
�時７月２４日�・３１日�・８月７日�
・１４日�午後１時３０分～２時 �対お座
りができる０歳児とその保護者 ※申

込不要。

【お出かけ赤ちゃん広場】
�時８月２日
午前１０時３０分～１１時３０
分 �所森河内公民分館 �対未歩行の０
歳児とその保護者 ※申込不要。

【お出かけはすの広場】
�時８月５日�午前１０時～１１時３０分
�所はすの広場（近江堂） �対就学前乳
幼児とその保護者 �申７月２２日�午後
１時から電話で

【よっといで広場】
親子で楽しく遊びませんか。お弁当

も食べられます。 �時火・木・土曜日
午前９時３０分～午後４時（土曜日は午

前１１時３０分まで） �対就学前乳幼児と
その保護者 ※木曜日は発達相談員も

います。申込不要。

◇ ◇

�申�問長瀬子育て支援センター ０６

（６７２８）１８００、�０６（６７２８）２４１３

荒本子育て支援センター

【テーブルシアター】
�時７月２９日�午前１０時～１１時３０分
�対２歳以上の幼児とその保護者 �定３０
組（申込先着順） �申７月１７日�午後
１時から電話で

【簡単�赤ちゃんおもちゃ作り】
�時８月２日
午後１時３０分～３時

�対３か月～６か月の乳児とその保護者
�定１０組（申込先着順） �申７月１９日

午後１時から電話で

【お面作りやシール貼り】
�時８月５日�午後１時３０分～２時３０

分 �対１歳６か月以上の乳幼児とその
保護者 �定２０組（申込先着順） �申７
月２２日�午前１０時から電話で
【スクラップブッキング】
�時８月９日
・１２日�午後１時３０分

～３時 �対１歳６か月以上の乳幼児と
その保護者 �定各１３組（申込先着順）
�申７月３１日�午後１時から電話で
【よちよちタイム】
�時７月２９日�午後１時３０分～３時３０

分、８月５日�午前９時３０分～１１時３０
分 �対よちよち歩きの１歳児とその保
護者 ※申込不要。

◇ ◇

�申�問荒本子育て支援センター ０６

（６７８８）１０５５、�０６（６７８８）２５９７

あさひっこ

【親子で楽しむふれあい遊び】
�時７月３１日�午前１０時～１１時 �所ゆ
うゆうプラザ（日下） �対１歳以上の乳
幼児とその保護者 �定２０組（申込先着
順） �申７月１７日�午前１０時から電話で
【まんぼーリトミック】
�時８月１日�午前１０時～１１時 �対１

歳６か月以上の乳幼児とその保護者

�定１５組（初参加者を優先して抽選） �申
７月１８日�～２４日�午前１０時～午後５
時に電話で

◇ ◇

�申�問あさひっこ（旭町子育て支援セン
ター）０７２（９８０）８８７１、�０７２（９８５）１０５５

つどいの広場

【親子で遊ぼう～絵本の読み聞かせ】
�時８月３１日�午前９時３０分～１１時３０
分（受付は午前９時２０分から） �申７
月３１日�から電話で
�所�申�問東大阪大学こども研究センタ
ー（西堤学園町３） ０６（６７８２）２８２１

（�兼用）
【夏祭り】
�時�所�７月２０日�	キッズステーシ
ョン（善根寺町４） �８月３日�	
コロボックル（今米１） ☆いずれも

午前１０時～午後３時 �内スーパーボー
ルすくい、ヨーヨーつりなど �料各ゲ
ーム１００円

�問�キッズステーション ０７２（９８５）

１３３１（�兼用） �コロボックル ０７２

（９６６）８１１８（�兼用）
◇ ◇

�問子育て支援課 ０６（４３０９）３３０２、�
０６（４３０９）３８１７

※車での来場はご遠慮ください。�所の記載のない催しは、各子育て
支援センターで開催。熱・下痢の場合や雨天・光化学スモッグな
どの場合、水遊びはできません。

親子で楽しくふれあおう♪
子育て支援センター＆つどいの広場の催し

小学校５年生（人権作品集）

育てよう 平和なくらしと 思いやり

住宅用火災警報器の設置

全住宅の義務です

消防トライくん

（１０）平成２５年７月１５日東 大 阪 市 政 だ よ り

mailto:sa-hanazono@sn-osaka.com


五条老人センターの教室＆催し

【エコ講座】
�時�内�定�料�持�８月１日�、高校生に
よるエコをテーマにした演劇鑑賞・エ

コ講座・エコタワシ作り�３０人（申込
先着順） �８月６日�、スーパーの
袋で通帳ケース作り�１０人（申込先着
順）、８００円、スーパーの袋（色付きが

望ましい） ☆いずれも午後１時３０分

～３時３０分 �対市内在住の６０歳以上の
方

【ビーズ deアクセサリー】
ビーズでブレスレットを作ります。

�時８月８日�午後１時３０分～３時３０分
�対市内在住の６０歳以上の方 �定１０人（申
込先着順） �料８００円 �持フェルトまた
は無地のハンカチ（３０�）、縫い針、ニ
ッパーまたははさみ

【夏の夕べ】
お祭り気分を味わいませんか。河内

音頭や出店などもあります。 �時８月
９日�午後３時～６時 ※申込不要。

◇ ◇

�申７月１６日�から電話または直接
�所�申�問五条老人センター ０７２（９８５）

３７５１、�０７２（９８６）７５９２

子どもの今と未来を考える集い
人権教育研究集会全体会

�時８月６日�午後２時～４時３０分（開
場は午後１時３０分） �所東大阪アリー
ナ �内基調報告、昨年度エリア研究交
流会の報告、記念講演「子どものサイ

ンに気づく～学校園・家庭・地域の連

携から」ノモ・ソリューション代表の

笹岡郁子さん ※手話通訳と３歳～小

学校１年生の保育あり（定員２０人で当

日先着順）。

�問人権教育室 ０６（４３０９）３２８４、�０６
（４３０９）３８３８

角田総合老人センター
教室＆催し

【夏の昼下がりコンサート】
ハワイアンバンドによる演奏やフラ

ダンス、手話コーラスを楽しみません

か。 �時７月２７日�午後１時～３時
�対市内在住の６０歳以上の方 �定１００人
（当日先着順）

【初めての陶芸教室】
簡単なコップ・お皿などを作ります。

�時８月２９日�・９月２６日��午前１０時
～正午 �午後１時３０分～３時３０分（計
２日間） �対全日程参加できる市内在
住の６０歳以上の初心者 �定午前・午後
各１０人（抽選） �料１，０００円 �持タオル
�申７月１５日�～８月９日�に電話また
は直接

◇ ◇

�所�申�問角田総合老人センター ０７２

（９６２）８０１１、�０７２（９６３）２０２０

初心者マネープランセミナー

正しい金融知識を学びます。

�時９月１１日	・２５日	午後７時～８時
３０分（計２日間） �対１８歳以上の方 �定
２０人（申込先着順） �料２，０００円 �申７月
１５日�～８月３１日�に電話または直接
�所�申�問東大阪アリーナ ０６（６７２６）

１９９５、�０６（６７２６）１９９４

自分らしさを考える
一歩セミナー

自分を好きになって、次の一歩を踏

み出す方法を学びます。自分らしく生

きたい女性のための講座です。 �時８月
８日�・２２日�・２９日�午前１０時～正
午（計３日間） �対市内在住・在勤・在
学（いずれか）の女性 �定２０人（抽選）
※１歳６か月～就学前幼児の保育あり

（定員１０人で申込先着順。１人２００円。各

開催日の７日前までに要予約）。 �申ハ
ガキに講座名、受講動機、住所、氏名、

電話・ファクス番号、保育の有無（必

要な場合は子どもの氏名と生年月日も）

を書いて８月１日�（必着）までに郵送
（電話、ファクス、Ｅメール、直接も可）

�所�申�問〒５７８―０９４１岩田町４―３―２２―６００
イコーラム（男女共同参画センター）

０７２（９６０）９２０１、�０７２（９６０）９２０７、�
ikoramu@nifty.com

ひとり親家庭を支援
コールセンタースタッフ養成講座

�内�時�基礎訓練�９月７日～１０月２６
日の土曜日午前９時～午後４時４５分（計

８日間） �応用訓練�６０時間の訓練企
業での実務研修 ※基礎訓練は１１月２

日�、１１月１３日	開講もあり。 �所
か
んでんＣＳフォーラム（大阪市中央区）

など �対全日程受講できる市内在住の
ひとり親家庭の母・父で応用訓練終了

後にコールセンターで就労可能な方

�定２０人 ※適性審査（一般常識、パソ

コン入力など）があります。基礎訓練

のみ保育あり。 �申電話予約のうえ、ひ
とり親家庭が証明できるもの（ひとり親

家庭医療証や児童扶養手当証書、戸籍

謄本など）、履歴書用の写真（縦４�×
横３�）を持って８月２日�までに直接
�申�問東・中・西福祉事務所子育て支
援係 �東�０７２（９８８）６６１９、�０７２
（９８８）６６７１ �中�０７２（９６０）９２７４、
�０７２（９６４）７１１０ �西�０６（６７８４）７９８２、
�０６（６７８４）７６７７
�問子ども家庭課 ０６（４３０９）３１９４、�

０６（４３０９）３８１７

リラックスヨガ教室

�時８月８日�・２０日�・９月５日�
・１９日�・１０月３日�・１７日�午後６
時３０分～８時（計６日間） �定３０人（申
込先着順） �料３，０００円 �持ヨガマット
またはバスタオル �申８月１日�から
電話で

�所�申�問ユトリート東大阪 ０６（６７２１）

６０００、�０６（６７２１）１２１２

就職につなげよう�
若者サポートステーションの講座

【就活セミナー】
面接ガイダンスと印象アップにつな

がる発声やお辞儀の練習、就職に役立

つ一般常識などを学びます。 �時７月
３０日�午後１時～３時３０分 �申７月１６
日�～２４日	に電話で
【コミュニケーション講座】
ワークショップやゲームにより人と

話すことへの不安を解消して、前向き

な気持ちを引き出す講座です。 �時８
月１日�・８日�・２２日�午後２時～
３時３０分（計３日間） �申７月１６日�
～２４日	に電話で
【パソコン基礎講座】
ワード、エクセル、パワーポイント

を活用してビジネス文書を作成します。

�時８月６日�・７日	・８日�午前１０
時～午後３時（計３日間） �申７月１６
日�～３１日	に電話で

◇ ◇

�対１５歳～３９歳の求職中の方 �定各８
人（申込先着順）

�所�申�問東大阪若者サポートステーシ
ョン（高井田元町２）０６（６７８７）２００８、

�０６（６７８７）２０１８
�問労働雇用政策室 ０６（４３０９）３１７８、

�０６（４３０９）３８４６

市役所本庁舎の一部窓口業務の開

設を７月２７日�午前９時から正午ま
で実施します。

手続きの際には、運転免許証やパ

スポート、健康保険証など本人が確

認できる書類をご持参ください。他

市町村や警察署への確認などが必要

な場合は、取扱いができないことや

手続きが完了しないことがあります

ので、くわしくは担当課へお問合せ

ください。

なお、平日だけでなく土曜開庁時

にも３か国語（英語、韓国・朝鮮語、

中国語）での通訳業務を行っています。

７月の開設日・受付時間

７月２７日�午前９時～正午

開 設 場 所

市役所本庁舎２階・３階

取 扱 業 務

【住民関係】
�戸籍届、住民異動届、印鑑登録

などの届出や住民票、印鑑証明など

の各種証明書交付など

�問市民課 ０６（４３０９）３１７２、�０６
（４３０９）３８０４

【国民健康保険・後期高齢者医療
保険関係】
�加入・脱退・変更の申請や各種
療養費の給付申請、保険料の納付・

相談など

�問�医療保険室資格給付課 ０６

（４３０９）３１６７、�０６（４３０９）３８０４ �
医療保険室保険料課 ０６（４３０９）３１６８、

�０６（４３０９）３８０７
【医療助成関係】
�子どもや障害者などの医療費助
成にかかる医療証の申請および療養

費の申請など

�問医療助成課 ０６（４３０９）３１６６、�

０６（４３０９）３８０５

【児童手当などの関係】
�児童手当や児童扶養手当などの
申請

�問国民年金課 ０６（４３０９）３１６５、�
０６（４３０９）３８０５

【市税関係】
�市税の各種証明書発行や納付・
相談・申告受付・申請受付・閲覧・

届出、原動機付自転車および小型特

殊自動車の登録・廃車

�問�税制課 ０６（４３０９）３１３１、�０６
（４３０９）３８１０ �市民税課 ０６（４３０９）

３１３５、�０６（４３０９）３８０９ �固定資産
税課 ０６（４３０９）３１４３～３１４４、�０６
（４３０９）３８１１ �納税課 ０６（４３０９）

３１４７～３１５２、�０６（４３０９）３８０８
◇ ◇

■窓口開設にかかる�問政策調整室
０６（４３０９）３０１６、�０６（４３０９）３８４７

ごみの減量化・資源化へ
キャラバン回収

土曜開庁時に、市役所本庁舎でキ

ャラバン回収（移動式資源拠点回収）

を試験的に実施しています。当日は、

回収ボックスなどを設置しますので、

古紙類や古着など資源になるものを

お持ちください。また、ごみの減ら

し方・分け方についての相談やごみ

減量化の工夫に関するパネル展示も

あわせて行います。リサイクルへの

理解をお願いします。 �時７月２７日�

午前９時～正午 �所市役所本庁舎１
階ロビー 回収品目 古紙類、古着、

古布、紙パック、ペットボトル、白

色トレイ、蛍光灯、乾電池

�問循環社会推進課 ０６（４３０９）３１９９、

�０６（４３０９）３８１８

第４土曜日に開設しています

市役所本庁舎の一部窓口業務

�時とき �所ところ �対対象 �定定員・定数 �内内容 �講講師
�料料金（表示のないものは無料） �持持ち物 �申申込方法・応募方法など
�申申込み先・応募先など �問問合せ先 �メールアドレス

記号の見方

ラ グ ビ ー の ま ち 東 大 阪平成２５年７月１５日（１１）
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市
で
は
、
彩
り
豊
か
な
ま
ち
づ
く
り
を
進
め

る
た
め
、
記
念
樹
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
や
植
樹
資
金

の
助
成
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

花
や
み
ど
り
は
、
私
た
ち
の
心
を
和
ま
せ
リ

ラ
ッ
ク
ス
さ
せ
て
く
れ
ま
す
。
ま
た
、
地
球
温

暖
化
の
原
因
と
な
っ
て
い
る
二
酸
化
炭
素
を
吸

収
し
て
く
れ
る
働
き
も
あ
り
ま
す
。

ぜ
ひ
こ
の
機
会
に
、
花
と
み
ど
り
に
囲
ま
れ

た
生
活
を
送
り
ま
せ
ん
か
。花

と
み
ど
り

い
っ
ぱ
い
運
動

地
域
で
花
づ
く
り
を
さ
れ
る

グ
ル
ー
プ
に
、
花
苗
や
プ
ラ
ン

タ
ー
な
ど
を
支
給
し
ま
す
。

◇
対
象

自
宅
敷
地
内
の
道

路
に
沿
っ
て
飾
る
こ
と
が
で
き

る
市
内
在
住
の
近
隣
３
軒
以
上

の
グ
ル
ー
プ

◇
支
給
内
容

花
苗
、用
土
、

プ
ラ
ン
タ
ー
（
長
方
形
型
・
壁

掛
け
型
、
１
軒
に
つ
き
５
個
ま

で
）※

抽
選
。
支
給
方
法
は
決
定

後
連
絡
し
ま
す
。

◇
申
込
方
法

往
復
ハ
ガ
キ

に
事
業
名
、
住
所
、
代
表
者
名
、

電
話
番
号
、
参
加
世
帯
数
、
希

望
す
る
プ
ラ
ン
タ
ー
の
型
と
数

を
書
い
て
８
月
９
日
�
（
消
印

有
効
）
ま
で
に
郵
送

記
念
樹
を

プ
レ
ゼ
ン
ト

新
築
や
結
婚
な
ど
の
記
念
に

苗
木
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。

◇
対
象

平
成
２４
年
９
月
１

日
〜
平
成
２５
年
８
月
３１
日
の
間

に
、
出
生
、
入
学
（
小
・
中
学

校
）、
新
成
人
、
新
居（
転
入
、

転
居
、
新
築
、
増
改
築
）、
結
婚

（
成
婚
）、
銀
婚
、
金
婚
、
ダ
イ

ヤ
モ
ン
ド
婚
の
記
念
日
が
あ
る

方
◇
樹
木
の
種
類
（
高
さ
３０
�

〜
１
ｍ
程
度
）

ク
ス
ノ
キ
、

ウ
メ
、
キ
ン
モ
ク
セ
イ
、
ゲ
ッ

ケ
イ
ジ
ュ
、
ア
ジ
サ
イ
、
ク
チ

ナ
シ
、
ゴ
ー
ル
ド
ク
レ
ス
ト
、

ハ
ナ
ミ
ズ
キ
、
ド
ウ
ダ
ン
ツ
ツ

ジ
、
イ
ロ
ハ
モ
ミ
ジ

◇
配
付
本
数

１
世
帯
に
つ

き
１
本
（
出
生
、
入
学
、
新
成

人
は
１
人
１
本
）

※
１１
月
１０
日
�
に
市
役
所
本

庁
舎
で
配
付
し
ま
す
。

◇
申
込
方
法

往
復
ハ
ガ
キ

（
１
枚
に
１
本
の
み
）
に
住
所

・
氏
名
（
保
護
者
名
、
返
信
用

に
も
）、
電
話
番
号
、
希
望
の
苗

木
名
、
記
念
日
の
種
別
、
記
念

日
を
書
い
て
９
月
６
日
�
（
消

印
有
効
）
ま
で
に
郵
送

植
樹
資
金
を

助
成
し
ま
す

民
有
地
の
植
樹
資
金
を
助
成

し
ま
す
。

工
事
に
着
手
す
る
前
に
お
問

合
せ
く
だ
さ
い
。
な
お
、
助
成

を
受
け
た
植
栽
は
、
５
年
間
変

更
で
き
ま
せ
ん
。

【
個
人
住
宅
】

◇
対
象

道
路
に
面
し
て
い

る
長
さ
が
３
ｍ
以
上
の
生
垣

◇
助
成
額

１
件
１
万
円
以

上
か
か
る
植
樹
費
用
の
２
分
の

１
（
上
限
２０
万
円
）

【
事
業
所
】

◇
対
象

職
場
と
住
居
が
同

じ
場
合
は
職
場
に
比
重
が
大
き

い
も
の

※
工
場
立
地
法
に
規
定
す
る

特
定
工
場
（
製
造
業
で
敷
地
面

積
が
９
０
０
０
�
以
上
ま
た
は

建
築
面
積
が
３
０
０
０
�
以
上
）

を
除
く
。

◇
助
成
額

１
件
１０
万
円
以

上
か
か
る
植
樹
費
用
の
３
分
の

１
（
上
限
５０
万
円
）

※
低
木
類
を
除
く
。

【
住
宅
団
地
な
ど
】

◇
対
象

住
宅
団
地
な
ど
の

共
有
地
ま
た
は
自
治
会
が
借
り

て
い
る
私
有
地

◇
助
成
額

１
件
１０
万
円
以

上
か
か
る
植
樹
費
用
の
３
分
の

１
（
上
限
５０
万
円
）

緑
化
樹
を

配
付
し
ま
す

自
治
会
や
Ｐ
Ｔ
Ａ
、
地
域
の

皆
さ
ん
が
協
同
で
行
う
地
域
緑

化
に
対
し
て
、
樹
木
を
配
付
し

ま
す
。

◇
樹
木
の
種
類
（
高
さ
１
・

８
ｍ
程
度
）

カ
イ
ヅ
カ
イ
ブ

キ
、
キ
ン
モ
ク
セ
イ
、
サ
ザ
ン

カ
、
ヤ
マ
モ
モ
、
イ
ロ
ハ
モ
ミ

ジ
、
ウ
メ
、
コ
ブ
シ
、
サ
ル
ス

ベ
リ
、
ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ
、
ハ
ク

モ
ク
レ
ン
、
ハ
ナ
ミ
ズ
キ

※
１
件
に
つ
き
１０
本
以
上
の

申
請
が
必
要
。
配
付
本
数
に
限

り
あ
り
。
配
付
は
来
年
２
月
〜

３
月
を
予
定
。

◇
申
込
方
法

申
請
書
に
必

要
事
項
を
書
い
て
８
月
３０
日
�

ま
で
に
直
接

※
申
請
書
は
み
ど
り
対
策
課

で
配
布
。

◇

◇

◇
申
込
み
・
問
合
せ
先

〒

５７７
―

８
５
２
１
市
役
所
み
ど
り
対

策
課

０
６（
４
３
０
９
）３
２

２
７
、
�
０
６
（
４
３
０
９
）

３
８
３
６

み
ど
り
の
美
し
さ
や
大
切

さ
、
み
ど
り
と
人
と
の
ふ
れ

あ
い
、
み
ど
り
を
守
り
育
て

る
姿
な
ど
を
テ
ー
マ
に
写
真

を
募
集
し
ま
す
。

◇
対
象

市
内
在
住
・
在

勤
・
在
学（
い
ず
れ
か
）の
方

◇
規
格

Ａ
４
サ
イ
ズ
ま

た
は
４
つ
切
り

◇
応
募
方
法

作
品
の
裏

面
に
タ
イ
ト
ル
、
住
所
、
氏

名
、年
齢
、職
業（
学
校
名
）、

電
話
番
号
を
書
い
て
１１
月
３０

日
�
（
必
着
）
ま
で
に
郵
送

※
作
品
の
版
権
は
市
に
帰

属
し
、
作
品
は
返
却
し
ま
せ

ん
。
入
選
者
は
来
年
４
月
１５

日
ま
で
に
通
知
し
た
う
え
、

賞
状
と
記
念
品
を
贈
呈
。
来

年
の
植
樹
祭
で
作
品
を
展
示

し
ま
す
。

◇
応
募
・
問
合
せ
先

〒

５７７
―

８
５
２
１
市
役
所
み
ど
り

対
策
課

０
６（
４
３
０
９
）

３
２
２
７
、
�
０
６
（
４
３

０
９
）
３
８
３
６

緑化ボランティア養成講座修了生と市による緑化ボランティ
アキャラバンの活動がこのほど市役所本庁舎周辺で行われ、サ
ルビアやペチュニアなど約６００株の花苗が植え替えられました

一
般
社
団
法
人
日
本
公
園
緑

地
協
会
が
、
国
土
交
通
省
と
共

同
し
て
評
価
委
員
会
を
設
置
し
、

優
れ
た
緑
の
基
本
計
画
を
全
国

か
ら
選
定
し
た
と
こ
ろ
、
本
市

の
計
画
が
優
良
事
例
に
選
ば
れ

ま
し
た
。

緑
の
基
本
計
画
と
は
、
地
方

公
共
団
体
が
緑
地
の
保
全
や
緑

化
を
進
め
る
た
め
に
目
標
な
ど

を
定
め
た
総
合
的
な
計
画
で
す
。

こ
の
ほ
ど
、
評
価
委
員
会
で
は

平
成
１４
年
４
月
か
ら
平
成
２４
年

３
月
ま
で
に
全
国
で
公
表
さ
れ

た
４
０
３
の
計
画
を
対
象
に
評

価
し
、
２２
計
画
を
最
優
良
事
例

に
、
１８
計
画
を
優
良
事
例
に
選

定
し
ま
し
た
。

本
市
で
は
、
平
成
１５
年
に
計

画
を
策
定
。
水
系
単
位
で
の
み

ど
り
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
軸
の
形

成
を
め
ざ
し
、
地
域
の
特
性
や

課
題
、
み
ど
り
の
確
保
に
関
す

る
考
え
方
を
取
り
ま
と
め
て
い

る
点
が
評
価
さ
れ
、
優
良
事
例

に
選
ば
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
街

区
や
ブ
ロ
ッ
ク
ご
と
に
都
市
緑

化
に
関
す
る
施
策
を
ま
と
め
て

い
る
点
も
好
評
を
得
て
い
ま
す
。

な
お
、「
東
大
阪
市
み
ど
り
の

基
本
計
画
〈
概
要
版
〉
」
は
市
ウ

ェ
ブ
サ
イ
ト
で
ご
覧
に
な
れ
ま

す
。今

後
も
、
み
ど
り
豊
か
な
ま

ち
づ
く
り
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

◇
問
合
せ
先

み
ど
り
対
策

課

街
路
樹
は
、
私
た
ち
に
う

る
お
い
や
や
す
ら
ぎ
を
与
え
、

地
球
温
暖
化
の
原
因
と
な
っ

て
い
る
二
酸
化
炭
素
を
吸
収

し
て
く
れ
る
な
ど
、
住
み
や

す
い
環
境
を
つ
く
っ
て
く
れ

て
い
ま
す
。

街
路
樹
に
と
っ
て
、
乾
燥

が
激
し
い
暑
い
夏
は
厳
し
い

環
境
で
あ
る
た
め
、
充
分
な

水
が
必
要
で
す
。

家
庭
や
職
場
近
く
の
街
路

樹
へ
の
水
や
り
に
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

風
呂
の
残
り
湯
や
米
の
と

ぎ
汁
な
ど
で
も
効
果
が
あ
り

ま
す
。
ぜ
ひ
、
ご
協
力
く
だ

さ
い
。

みみみみみみみみみみみみみみ
どどどどどどどどどどどどどど
りりりりりりりりりりりりりり
豊豊豊豊豊豊豊豊豊豊豊豊豊豊
かかかかかかかかかかかかかか
なななななななななななななな
まままままままままままままま
ちちちちちちちちちちちちちち
へへへへへへへへへへへへへへ

本
市
の
「
み
ど
り
の
基
本
計
画
」
が

優
良
事
例
に
選
定

みみどどりりのの写写真真

募募集集ししまますす
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「東大阪市みどりの基本計画」では、�水とみどりのネット
ワーク�が形成された姿をみどりの将来像としています

出生や入学の記念に木を植えよう

街路樹への水やり

ご 協 力 を

（１２）平成２５年７月１５日東 大 阪 市 政 だ よ り




